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ようこそ
新しい Logicool® ゲーム デバイスをご購入いただき、ありがとうございます。

Logicool が設計・製造したパーソナル インターフェイス製品を使用することによって、デジタル化社会での作業を効果的に進め、
円滑なコミュニケーションを図ることができます。Logicool の製品は、人とコンピュータの橋渡しをするインターフェースを目的
としています。ユーザーが自然な感覚でデジタルの世界を捉えることができるように、直感的に使用できるインターフェースを提
供し、コンピュータの世界を身近に感じることができるような製品を目指しています。デバイスには、直感的で、時間の節約やカ
スタマイズが可能な機能が満載されているため、これまでこれらのデバイスを使わずに作業を進めてこられたのが不思議に思えて
しまうほどです。

Logicool ゲーム デバイスの特長は何でしょうか？まず、キーボードおよびゲームパッドには一連のプログラム可能な G キーがあ
り、それを使用してゲーム毎に便利なカスタム コマンドのコレクションを作成することができます。作成している間でさえもゲー
ムを楽しむことができます（マウスにもカスタマイズ可能なコマンドを割り当てることができるボタンを備えています）。一部の
デバイス モデルにはメディア ボタンが付いており、音楽やムービーをワンタッチでコントロールすることができます。多くのデ
バイス モデルでは、バックライト式のディスプレイが搭載されているため、メッセージ、ゲーム ステータス、メディアやその他
多くの情報を常にチェックすることができます。

Logicool ゲーム ソフトウェアは、強力な機能とインテリジェンスをデバイスに提供し、プロファイル、マルチ キー コマンド、お
よび LCD ディスプレイ設定などを含む、先進のゲーム機能を使用することが可能になります。

ご使用のデバイスおよび Logicool ゲーム ソフトウェアを最大限に活用するため、このヘルプ センターを使用することができま
す。ヘルプ センターは、ユーザーに合わせてデバイスをカスタマイズすることに関する詳細情報を提供しています。また、各ゲー
ムについてプロファイルを設定し、マクロを記録して G キー/ボタンに割り当てることで、ゲーム機能を最大限に活用する方法に
ついて説明されています。

Logicool ゲーム デバイスと Logicool ゲーム ソフトウェアを組み合わせることで、ゲームのコントロールを飛躍的に向上できま
す。
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快適な作業および安全性
ここでは快適な作業および安全性についての重要情報を示します。

快適な作業のためのガイドライン。

安全性。

聴力を保護してください。
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快適な作業のためのガイドライン
ここには人間工学に関する重要な情報が記載されています。この文書をよく読んで操作環境を快適に保つようにすることをお勧め
します。

最近のリサーチによれば、長期間に渡る同じ作業の継続、作業しにくい環境、不適切な姿勢による作業、かたよった作業習慣など
が、身体的な不快感や障害を引き起こす原因になると言われています。

もし、手や腕、肩、首、背中などに痛みやしびれ、だるさなどを感じるようになった場合は、早めに専門の医師などに相談するこ
とをお勧めします。

ここに紹介している内容を実践することで、操作環境を改善することができます。

 

操作環境が適切であるかを確認する

次のことを心がけましょう。

キーボードとディスプレイは正面に対するように設置し、その横にマウスやトラックボールを配置します。

マウスやトラックボールは楽に届く範囲に持ち、操作中は前腕が水平で肘は体の横にくるようにします。

椅子とデスクの高さを調節し、キーボードやマウス、トラックボールが肘の高さになるようにします。

キーボードに高さや角度調節機能があれば、適切な高さや角度になるように調節します。

マウス パッドを使う場合、パッドの厚みも考慮して椅子やデスクの高さを調節します。

足元を安定させ、肩の力を抜いてリラックスします。

使用する資料や文房具などは、机上の使いやすい場所に置きます。

頻繁に使用するもの - 自分の最も近いところに置く。

ときどき使用するもの - 腕を軽く伸ばして届く範囲に置く。

あまり使用しないもの - 近くに置く必要はないが、簡単に取り出せるように考慮する。

タイピングに必要な書類はディスプレイの近くに置き、顔全体や目の移動を最小限におさえます。ドキュメント ホルダな
どの使用をお勧めします。

 

肩、腕、手首、手をリラックスさせ、作業に楽な姿勢を保つ
次のことを心がけましょう。

腕をまっすぐ下に降ろし、体の横で自然な状態になるようにリラックスさせてみてください。作業中は、次の方法で手や腕
をリラックスさせてください。

背中を曲げず、肩が上がらないようにします。

キーボードにパーム レストがある場合、タイピングの合間にパーム レストに手首を置くようにし、タイピング中は置かな
いようにします。パーム レストに手首を置きながらタイピングをすると手に負担がかかります。
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手首にデスクの角などが当たらないようにします。

   

常に肘が体の横にくるようにします。手首は曲げずまっすぐにリラックスさせます。

   

 

正しい作業習慣を身につける
次のことを心がけましょう。

1 時間に 2 回以上は休憩をとり、少し歩いたりして体を動かします。

一日に行う動作に変化を持たせます。キーボード、マウス、トラックボールの操作とは異なる作業に、手や腕を短時間使用
します。

力まず、軽いタッチでキーボードやマウスを使用します。

ソフトウェアの機能を活用し、マウスやトラックボールをカスタマイズして、反復動作や面倒な動作を軽減します。

 

不快感の兆候
次のことを心がけましょう。

痛みや腫れ、熱、炎症、痙攣、肩こり、しびれ等の症状を、指や掌、手首、肘、肩、首、背中などに感じたら、専門の医師
に相談することをお勧めします。

 

コンピュータの他の周辺機器（ディスプレイなど）にも同様なガイドラインが添付されているか、またはマニュアルに記載されて
いる場合があります。そちらも参考にし、総合的に操作環境を改善しましょう。
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安全性
重要な安全上の指示

   

注意：感電の危険

以下の指示をよく読み、指示に従ってください。

すべての警告に注意してください。

この機器を水の付近で使用しないでください。

掃除には乾燥した布のみを使用してください。

メーカーの指示に従って据付してください。

点灯したロウソクなどの裸火を機器の上、または付近
に置かないでください。

熱を生み出す放熱器や放熱口、ストーブ、その他の機
器（アンプを含む）の付近に設置しないでください。

  メーカー指定の付属品/アクセサリーのみを使用してく
ださい。

雷雨時や、長期間使用していない場合には、この機器
を電源から取り外してください。

修理はすべて有資格のサービス担当者に依頼してくだ
さい。機器に液体がこぼれたり物体が落下したり、機
器が雨や湿気にさらされた場合や、機器が正常に機能
しない、または本体を落下した場合など、何らかの原
因で機器が損傷した場合には修理が必要です。

警告：火災や感電の危険性を低減するために、本機器を雨や
湿気にさらさないでください。

記号の説明：

 

以下の記号が、製品上に表示されています...
注意、操作を始める前に付属資料を参照してください。この記号は、問題箇所を参照しているマークに隣接した説明
部分に表示されています。

 

以下の記号が、製品上に表示されています...
警告、この部位への接触は禁止されています。これを守らなかった場合、感電の危険が生じます。
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聴力の保護
聴力障害を避けるための聴くアドバイス

ヘッドホン、イヤホン、ヘッドセットで音楽を大音量で聴くと、恒久的な聴力損失が生じる可能性があります。音量が高いほど、
聴力が影響を受けるまでにかかる時間が短くなります。

安全な音量レベルを設定する：

1. 機器を使用する際に、まず音量コントロールを最小に設定しておきます。

2. サウンドが快適かつクリアに、歪みなく聞こえるようになるまで、音量をゆっくりと上げます。

3. 会話とその他の周囲のノイズが聞こえなくなるようなレベルに音量を設定しないでください。

快適な音量レベルを設定したら、そのままのレベルを保ちます。耳鳴りや不快感、またはこもった音が聞こえる場合には、音量を
下げるか、音楽を聴くのを止めて、聴力を確認してください。

詳細については、www.logicool.co.jp/support を参照してください。

 

http://www.logicool.co.jp/support
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初めて使用する場合
ご使用のゲーム デバイスを設定したり、使用方法をカスタマイズしたりする場合、Logicool® ゲーム ソフトウェアを起動する必要
があります。詳細については、「Logicool ゲーム ソフトウェアを起動する」を参照してください。

起動すると、Logicool ゲーム ソフトウェアのホーム ページが表示されます。ここで、[デバイス] バーから実行したい操作を選択し
ます。「デバイス バーを使用する」を参照してください。

Logicool ゲーム ソフトウェアの実行中、  アイコンがメニューバー エクストラに表示されます。ソフトウェアがバックグラウン
ドで実行されている場合は、アイコンをクリックして起動することができます。または、ソフトウェアに関する情報を表示した
り、ソフトウェアを閉じたりすることができます。「メニューバー エクストラ アイコンの使用」を参照してください。

デバイス自体について質問がおありですか?「デバイスを使用する」または「トラブルシューティング」を参照してください。
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Logicool® ゲーム ソフトウェアを起動する
メニューバーの右側の Spotlight 検索アイコンをクリックし、Logicool と入力してから [Logicool ゲーム ソフトウェア] を
選びます。または、

メニューバー エクストラの  アイコンをクリックしてから、[Logicool ゲーム ソフトウェアを開く] を選びます。

Logicool ゲーム ソフトウェアのホーム ページが表示され、ゲーム デバイスの画像が表示されます。ここで、[デバイス] バーから
選択して、実行したい操作を選択します。詳細については、「デバイス バーを使用する」を参照してください。

メモ：
Logicool ゲーム ソフトウェアは、コンピュータが実行されている間、バックグラウンドで実行されます。これは、ご使用のゲーム
 デバイスが提供する高度な機能をサポートするために必要です。Logicool ゲーム ソフトウェアの実行中、メニューバー エクスト
ラに  アイコンが表示されます。
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デバイス バーを使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェア画面の下部にある、[デバイス] バーにはさまざまなアイコンがあります。これらのアイコンはゲー
ム デバイスでサポートされている操作でのみ使用可能なため、すべてのアイコンが表示されない場合があります。

以下は、すべてのアイコンとそれぞれの説明のリストです。

アイコン 操作 

Logicool Web サイトを起動します。

    

デバイスを表示します。
複数のサポートされるゲーム デバイスが接続されている場合、現在選択されているデバイスが表示され
ます。Logicool ゲーム ソフトウェアで加えたすべての設定変更は、このデバイスのみに適用されます。
別のデバイスの設定を変更するには、 またはデバイス アイコンの隣にある ボタンをクリックし、必要
なデバイスを選択します。

Logicool ゲーム ソフトウェアのホーム ページに戻り、ゲーム デバイスの画像が表示されます。Esc を押
してホームページに戻ることもできます。

[プロファイル表示] を表示します。これを使用して、ゲームのプロファイルを作成および保守します。

[デバイス] バー上に表示されるアイコンは、選択したデバイスに G キーまたはマウス ボタンがあるかに
より異なります。

ご使用のデバイスにオンボード メモリがある場合は、デバイスに G キー/ボタン設定を保存できる場合が
あります。

[LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] を表示します。これを使用して、デバイスの LCD ディスプレイ
に表示される情報および資料をコントロールします。

[ポインタの設定のカスタマイズ表示] を表示します。これを使用して、ユーザーやゲームに合わせてデバ
イス ポインタの動きを設定します。

ご使用のデバイスにオンボード メモリがある場合は、デバイスにポインタ設定を保存できる場合があり
ます。

[オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] を表示します。これを使用して、ゲーム デバイスに
保存されるプロファイルやポインタの動きを設定します。

[転送するプロファイルを管理する表示] を表示します。これを使用して、デバイス上に特定のゲーム設定
を保存し、他のコンピュータにプロファイルと共にゲーム設定を転送します。

[バックライト カラーのカスタマイズ表示] を表示します（G300 では [プロファイル表示]）。これを使用
して、ゲーム デバイスのカラー スキームを設定できます。

ご使用のデバイスにオンボード メモリがある場合は、デバイスにライト設定を保存できる場合がありま
す。
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[Logicool ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します。これを使用して、広範な
アプリケーション設定を指定します。

Logicool ゲーミング体験を共有するために使用できる方法のメニューが表示されます（ソーシャルメディ
ア、カスタマーフィードバックなど）。

このヘルプ センター、チュートリアル、最新の製品情報およびソフトウェア アップデートへのアクセス
を提供します。
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メニューバー エクストラ内のアイコンを使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアがバックグラウンドで実行されているときは、  アイコンが [メニューバー エクストラ] に表示さ
れます。アイコンをクリックすると、以下のオプションが含まれるポップアップメニューが表示されます:

[Logicool ゲーム ソフトウェアを開く]：ホーム ページで Logicool ゲーム ソフトウェアを起動します。

[バージョン情報]：Logicool ゲーム ソフトウェアに関する情報を表示します。

[終了]：Logicool ゲーム ソフトウェアを閉じます。

メモ：
[終了] を選択すると、Logicool ゲーム ソフトウェアのバックグラウンドでの実行は停止します。ご使用のゲーム デバイス
で使用可能な機能は動作を停止します。
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アプリケーション設定を変更する
Logicool® ゲーム ソフトウェアには、ほとんどの状況に適した多様なデフォルト設定をご用意しています。これらの設定
を確認し、必要に応じて調整して、アプリケーションを思いのままに動作させることができます。

調整可能なアプリケーション設定は以下のタブにあります（一部のタブを使用できないデバイスもあります）。

[一般] タブ。一連の一般的なアプリケーション設定を指定します。「一般設定を変更する」を参照してください。

[通知] タブ。 コンピュータ画面とデバイスの LCD ディスプレイに表示させる通知をカスタマイズすることができます。
「通知設定を変更する」を参照してください。

[プロファイル] タブ。基本的なプロファイル設定を定義します。「プロファイル設定を変更する」を参照してください。

[G13 マウス エミュレーション] タブ。マウス エミュレーション機能を備える G13 デバイスをお持ちの場合に使用可能で、
カーソル速度を指定できます。「G13 マウス エミュレーション設定を変更する」を参照してください。

デバイス固有のタブ。一部のデバイスでのみ利用可能です。「デバイス固有設定を変更する」を参照してください。
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一般設定を変更する
1. [Logicool® ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します（[デバイス] バーの [設定] アイコンをクリッ

クする）。

2. 次の表を参考にして、必要な設定項目を指定します。

設定 説明

ログイン後に自
動的に起動する

コンピュータを起動したときに Logicool ゲーム ソフトウェアを自動的に起動し、バックグラウンド
で実行する場合は、このボックスにチェックを入れます。

メモ：
ゲーム デバイスで使用可能な機能を動作させるには、Logicool ゲーム ソフトウェアが実行されてい
る必要があります。

クイック マクロ
作成時に遅延を
記録

クイック マクロを作成するときにキーストロークの遅延を記録する場合は、このボックスにチェック
を入れます。このボックスがチェックされていないと、キーストローク間の遅延はマクロの一部とし
て記録されません。

クイック マクロ
の記録手順を
 GamePanel
 ディスプレイに
表示する

MR を押してクイック マクロを作成するときに、マクロ記録の説明をデバイスの LCD ディスプレイ
に表示する場合は、このボックスにチェックを入れます。

メモ：
この機能は、デバイスに内蔵 LCD ディスプレイがある場合のみ使用可能です。

ゲームによるイ
ルミネーション
制御を可能にす
る

バックライトを備えるデバイスでこのボックスにチェックを入れると、プレイするゲームによってデ
バイスのバックライトの色が変わります。チェックを外すと、ユーザーが設定したバックライトの色
はどんなゲームに対しても変わりません。

拡張グラフィッ
クを有効にする

コンピューターのグラフィックのハードウェア アクセラレーションを使用するには、このボックスを
チェックします。このボックスがオフの場合、動画の速度が遅くなります。

高解像度の製品
画像を自動的に
ダウンロード

新しいデバイスを初めて接続したときに高解像度のデバイス画像の自動ダウンロードを有効にするに
は、このボックスをチェックします。このボックスをチェックしない場合は、デフォルトの低解像度
の製品画像が常に使用されます。

新しいプロファ
イルをオンライ
ンでチェックす
る

 [新しいゲーム用のスキャン] オプションを選択している場合、Logicool ゲーム ソフトウェアに現在
保存されているゲームのデータベースの最新版があるかどうかをオンラインで確認するには、この
ボックスをチェックします。最新版がある場合は、Logicool ゲーム ソフトウェアでご使用のパソコン
のゲームをスキャンする前に、最新版がダウンロードされます。

3. [OK] をクリックします。

これらの設定を変更した後、[デフォルトに戻す] ボタンをクリックして、いつでも推奨値（元の値）に戻すことができます。



プロファイル設定を変更する

to_change_profile_settings.htm[9/10/2014 12:11:49 PM]

プロファイル設定を変更する
1. [Logicool® ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します（[デバイス] バーの [設定] アイコンをクリッ

クする）。

2. [プロファイル] タブをクリックします。

3. 次の表を参考にして、必要なプロファイル設定を指定します。

設定 説明

デ
フォ
ルト
 プロ
ファ
イル 

固定プロファイルが存在せず、現在のアプリケーションにリンクされたプロファイルがない場合（または、アプ
リケーションが実行されていない場合）に使用される「代替」プロファイルをドロップダウン リストから選択
します。

メモ：
[プロファイル表示] の[プロファイル] エリアにある関連するプロファイルを右クリックするか、その  矢印を
クリックしてから、[デフォルトとして設定] を選択することで、デフォルト プロファイルを設定することもで
きます。デフォルト プロファイルの詳細については、「固定プロファイルとデフォルト プロファイルについ
て」を参照してください。

固定
プロ
ファ
イル

使用中の他のプロファイルを上書きして、常にアクティブにしておきたいプロファイルをドロップダウン リス
トから選択します。実行中のアプリケーションにリンクされているプロファイルがあっても、固定プロファイル
として選択したプロファイルが優先されることになります。

メモ：
[プロファイル表示] の[プロファイル] エリアにある関連するプロファイルを右クリックするか、その  矢印を
クリックしてから、[固定として設定] を選択することで、固定プロファイルを設定することもできます。固定プ
ロファイルの詳細については、「固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて」を参照してくださ
い。

プロ
ファ
イル
 サイ
クル

キーストロークの組み合わせを押すだけでプロファイルを切り替えられるようにする場合は、このフィールドに
カーソルを置いて、Ctrl + F9 のようにキーボードの組み合わせを押して、フィールドに表示されるキースト
ロークの名前を確認します。

キーストロークを削除するには、[クリア] をクリックします。

メモ：
プロファイル サイクルの詳細については、「プロファイル サイクルについて」を参照してください。

4. [OK] をクリックします。

これらの設定を変更した後、[デフォルトに戻す] ボタンをクリックして、いつでも推奨値（元の値）に戻すことができます。

 



G13 マウス エミュレーション設定を変更する

to_change_mouse_emulation_settings.htm[9/10/2014 12:11:49 PM]

G13 マウス エミュレーション設定を変更する
1. [Logicool® ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します（[デバイス] バーの [設定] アイコンをクリッ

クする）。

2. [G13 マウス エミュレーション] タブをクリックします。

3. スライダを使用して、マウス エミュレーション コントロールを使用するときのカーソルの速度を選択します。

4. [OK] をクリックします。

メモ：
この機能は、G13 デバイスでのみ使用できます。

カーソルの速度を変更した場合、[デフォルトに戻す] ボタンをクリックすれば、いつでも推奨設定（元の設定）に戻すことができ
ます。

 



ソフトウェアを更新する

updating_my_software.htm[9/10/2014 12:11:50 PM]

ソフトウェアを更新する
Logicool® では、ご使用のデバイスのためのインターネット リソース センターを用意しています。リソースセンターに蓄積してい
る情報の幅や深さは、ゲーマーのニーズに合わせて時系列に変更します。デバイスに関して、次のような情報とダウンロードが提
供されます。

Logicool ゲーム ソフトウェアのアップデート バージョン

ご使用のデバイスまたは Logicool ゲーム ソフトウェアについての最新ニュース。

最新情報を入手する方法については、ソフトウェアのアップデートと最新ニュースを入手するを参照してください。

 



ソフトウェアのアップデートとニュースを入手する

updates.htm[9/10/2014 12:11:50 PM]

ソフトウェアのアップデートとニュースを入手する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、画面下にある [デバイス] バーの [ヘルプ] アイコンの中にある  ボタンをクリックし

ます。ポップアップ メニューが表示されます。

2. ポップアップ メニューから必要なアップデートやニュースを選択します。

ソフトウェア アップデートを入手するには、[アップデートをチェックする] を選択します。Logicool ゲーム ソフト
ウェアによって、オンラインでソフトウェアのアップデート バージョンがチェックされます。

アップデート バージョンが使用可能な場合は、Logicool アップデータがそれのダウンロードおよびインストールを行
ないます。

デバイスの最新ニュースを表示するには、[インターネット]  [最新情報] を選択します。 デバイスのリソース セン
ターが Web ブラウザで開かれます。

メモ：
ヘルプ アイコン ポップアップ メニューから [バージョン情報] を選択することで、お使いの Logicool ゲーム ソフトウェアのバー
ジョンを探すことができます。

 



トラブルシューティング

troubleshooting.htm[9/10/2014 12:11:51 PM]

トラブルシューティング
ゲーム デバイスまたは Logicool® ゲーム ソフトウェアの使用に問題がある場合は、次の一覧に該当する項目があるかどうか参照し
てください。該当する項目がある場合は、その項目をクリックして問題解決のヒントを表示してください。

デバイスがまったく動作しない。

G キー/ボタンが正常に動作しない。

デバイスの USB ポートに問題がある。

お探しのものがこれらのトピックにない場合は、[ヘルプ]  [インターネット]  [最新情報] を選択するか、Logicool のサポート Web
 サイトを参照して探してみてください。

 

http://www.logicool.co.jp/support
http://www.logicool.co.jp/support
http://www.logicool.co.jp/support
http://www.logicool.co.jp/support
http://www.logicool.co.jp/support


デバイスがまったく動作しない

device_not_work.htm[9/10/2014 12:11:51 PM]

デバイスがまったく動作しない
完全に通電された USB ポートにゲーム デバイスが正しく接続されていることを確認します。コンピュータの内蔵 USB
 ポートか、電源付きの USB ハブを使用します。電源なしのマルチポート USB ハブに接続した場合には、デバイスは動作
しません。

デバイスを外してから再接続し、接続不良になっていないか確かめてください。

使用しているポートに問題があるかもしれないので、他の USB ポートにキーボードを接続してみてください。

 



G キー/ボタンが正常に動作しない

gkeys_not_working.htm[9/10/2014 12:11:51 PM]

G キー/ボタンが正常に動作しない
コンピュータで Mac OS 10.6.8 (Snow Leopard)、Mac OS 10.7.4 以降 (Lion)、または Mac OS 10.8.2 以降 (Mountain Lion)
 以降が実行されていることを確認してください。現時点では、ゲーム デバイスの G キー/ボタンをサポートしているのは上
記のオペレーティング システムのみです。

メニューバー エクストラに  アイコンが表示されているかによって、Logicool® ゲーム ソフトウェアが実行されているこ
とを確認します。実行されていない場合、メニューバーの右側の Spotlight 検索アイコンをクリックし、Logicool と入力し
てから [Logicool ゲーム ソフトウェア] を選びます。

正しいプロファイルを実行していることを確認します。各ゲームにはプロファイルを関連付けることができ、ゲームを起動
したときにそのプロファイルが自動的に起動されます。

チェックするには、Logicool ゲーム ソフトウェアを起動してから、実行したいプロファイルを編集し、ゲームの実行可能
ファイルに関連付けます。詳細については、「プロファイルを編集する」を参照してください。ゲームを開始すると、関連
付けられたプロファイルの名前がデバイスのディスプレイに 5 秒間表示されます。

デバイスに同梱されている CD-ROM などから、デバイス用の Logicool ゲーム ソフトウェアとドライバを正しくインストー
ルしたことを確認します。インストールされていない場合は、CD-ROM を使用するか、www.logicool.co.jp から最新のソフ
トウェアをダウンロードして、完全インストールを行います。

固定プロファイルとデフォルト プロファイルの設定が正しいことを確認します。例えば、固定プロファイルを使用するよう
に選択した場合には、特定のゲームにリンクされているプロファイルは無視されます。詳細については、「固定プロファイ
ルとデフォルト プロファイルについて」を参照してください。

 

http://www.logicool.co.jp/


デバイスの USB ポートに問題がある

problems_usb_ports.htm[9/10/2014 12:11:52 PM]

デバイスの USB ポートに問題がある
デバイスのハブがバスパワーの場合は、デバイスの消費電流合計が 100mA を超えないようにしてください。バスパワーの
 USB ハブに直接接続した場合に動作しないデバイスには、一部のビデオ カメラ、スキャナのほか、バイブレーション効果
に対応したゲームパッドなどがあります。デバイスの電源条件については、各デバイスのマニュアルを参照してください。

2 つのデバイスを接続している場合、いずれかのデバイスを取り外して、もう一方のデバイスが動作するかを確認してみて
ください。

デバイスがデバイスのいずれかの USB ポートに正しく接続されているかを確認するために、デバイスを取り外してから再
接続してみてください。

デバイスをご使用のデバイスの他の USB ポートに接続してみてください。

メモ：
ご使用のデバイスに内蔵 USB ポートが付いていない場合は、この項を無視してください。

 



連絡先

contacts.htm[9/10/2014 12:11:53 PM]

連絡先
以下を参照してください。

北米・南米

アジア太平洋・オセアニア

欧州・中東・アフリカ

 



北米・南米

contacts_america.htm[9/10/2014 12:11:53 PM]

北米・南米
本社（米国フレモント、およびカナダ）：

+1-510-795 81 00

地域営業所：

国 部門 電話

カナダ 周辺機器

ストリーミング メディア
システム
  

DVS

Ultimate Ears

Harmony
  
  

Labtec

+1 866-934-5644

+1 (877) 887-8889（フリーダイヤル）
 +1 (646) 454‑3237（フリーダイヤルを使用
       できない場合）

+1 88 469 4543

+1 866-837-7734

+1 866 291 1505（英語）
 +1 800 392 0431（フランス語）
 +1 800 499 3508（スペイン語）

+1 646 454 3222
  

メキシコ 周辺機器 +1 800-578-9619
  

米国 周辺機器

ストリーミング メディア
システム
  

DVS

Ultimate Ears

Harmony

+1 646-454-3200

+1 (877) 887-8889（フリーダイヤル）
 +1 (646) 454-3237（フリーダイヤルを使用
       できない場合）

+1 88 469 4543

+1 866-837-7734

+1-866 291 1505（英語）
 +1-800 392 0431（フランス語）
 +1-800 499 3508（スペイン語）
  

ブラジル 周辺機器

Labtec

+1 800-891-4173

+55 11 3444 6762
  

ラテン アメリカ 周辺機器

Labtec

+1 800-578-9619

+55 11 3444 6763
  

 



アジア太平洋・オセアニア

contacts_asia.htm[9/10/2014 12:11:54 PM]

アジア太平洋・オセアニア
アジア太平洋本社（香港）：

+852 2821 5900

地域営業所：

国 部門 電話

オーストラリア 周辺機器 1800 025 544
  

中国 周辺機器 800 820 0338（フリーダイヤル）
 400 820 0338
  

中国（香港） 周辺機器 0800 012300（英語と広東語）
  

台湾 周辺機器 0800 012300
  

マレーシア 周辺機器 1800 88 0719
  

韓国 周辺機器 00798-601-8207
  

日本 周辺機器 050-3786-2085 
  

シンガポール 周辺機器 800 6011 372（フリーダイヤル）
  

ニュージーランド 周辺機器 0800 447 361
  

 



欧州・中東・アフリカ

contacts_europe.htm[9/10/2014 12:11:54 PM]

欧州・中東・アフリカ
ヨーロッパ、中東、アフリカ本社（スイス、モルジュ）：

+852 2821 5900
 +41 (0)22 761 4025（英語）
 Labtec：+41 (0)22 761 4027
ファックス：+41 (0)21 863 5402

地域営業所：

国 部門 電話

オーストリア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

eCommerce

+43 (0)1 206 091 026

0800 29 53 25

0800 296 615

+43 (0)1 206 091 027
  

ベルギー 周辺機器
  

SMS / WiLife / UE
  

Harmony

+32 (0)2 200 64 44（オランダ語）
 +32 (0)2 200 64 40（フランス語）

+32 (0)2 200 64 44（オランダ語）
 0800 80 790（フランス語）

+32 (0)2 200 64 45（オランダ語）
 +32 (0)2 200 64 42（フランス語）
  

チェコ共和国 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

+420 239 000 335

+420 239 000 335

00 800 42 957
  

デンマーク 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+45 38 32 31 20

+45 38 32 31 20

808 87 905

+45 38 32 31 18

+45 38 32 31 19
  

エストニア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

800 00 44 314

800 00 44 314
  

フィンランド 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

+358 (0)9 725 191 08

+358 (0)9 725 191 08

0 800 913 192



欧州・中東・アフリカ

contacts_europe.htm[9/10/2014 12:11:54 PM]

eCommerce +358 (0)9 725 191 07
  

フランス 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+33 (0)1 57 32 32 71

080 554 01 56

0805 540 357

+33 (0)1 57 32 32 73

+33 (0)1 57 32 32 72
  

ドイツ 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+49 (0)69 517 094 27

0800 66 47 158

0 800 000 6726

+49 (0)69 517 094 29

+49 (0)69 517 094 28
  

ギリシア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

00800 44146191

00800 44146191

 

ハンガリー 周辺機器

SMS / WiLife / UE

+36 177 74 853

+36 177 74 853
  

アイルランド 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

+353 (0)1 524 50 80

18 009 468 98

1 800 882 928
  

イタリア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+39 02 914 83 031

+39 02 914 83 031

800 979 229

+39 02 914 83 033

+39 02 914 83 032
  

ラトビア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

8000 31 81

8000 31 81
  

リトアニア 周辺機器 8800 30 647



欧州・中東・アフリカ

contacts_europe.htm[9/10/2014 12:11:54 PM]

SMS / WiLife / UE 8800 30 647
  

ルクセンブルク Harmony 800 261 29
  

オランダ 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+31 (0)20 200 84 33

+31 (0)20 200 84 33

0 800 022 6903

+31 (0)20 200 84 35

+31 (0)20 200 84 34
  

ノルウェー 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+47 (0)24 159 579

+47 (0)24 159 579

0 800 11 673

+47 (0)24 159 577

+47 (0)24 159 578
  

ポーランド 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

00800 441 17 19

00800 441 17 19

00800 441 18 33
  

ポルトガル 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

+351 21 415 90 16

+351 21 415 90 16

800 844 573
  

ロシア 周辺機器
  

SMS / WiLife / UE
  

Harmony

+7 (495) 641 3460
 1 0800 202 71044

+7 (495) 641 3460
 1 0800 202 71044

81 0800 202 710 44
  

スロバキア 周辺機器

SMS / WiLife / UE

0 800 004 701

0 800 004 701
  

南アフリカ 周辺機器

SMS / WiLife / UE

800 981 089

800 981 089
  



欧州・中東・アフリカ
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スペイン 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+34 91 275 45 88

+34 91 275 45 88

900 811 863

+34 91 275 45 90

+34 91 275 45 89
  

スウェーデン 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+46 (0)8 501 632 83

+46 (0)8 501 632 83

020 170 1520

+46 (0)8 501 632 81

+46 (0)8 501 632 82
  

スイス 周辺機器
  
  

SMS / WiLife / UE
  
  
  

Harmony
  
  

Labtec
  
  

eCommerce

+41 (0)22 761 4012（ドイツ語）
 +41 (0)22 761 4016（フランス語）
 +41 (0)22 761 4020（イタリア語）

0800 563 684（ドイツ語）
 0800 563 685（フランス語）
 +41 (0)22 761 4020（イタリア語）
 0800 563 686（英語）

0800 558 677（ドイツ語）
 0800 561 767（フランス語）
 0800 561 814（イタリア語）

+41 (0)22 761 4014（ドイツ語）
 +41 (0)22 761 4018（フランス語）
 +41 (0)22 761 4022（イタリア語）

+41 (0)22 761 4013
 +41 (0)22 761 4017
 +41 (0)22 761 4021
  

トルコ 周辺機器

SMS / WiLife / UE

00800 44 882 5862

00800 44 882 5862
  

英国 周辺機器

SMS / WiLife / UE

Harmony

Labtec

eCommerce

+44 (0)20 3024 8159

0800 085 74 99

0800 032 64 33

+44 (0)20 3024 8161

+44 (0)20 3024 8160
  

アラブ首長国連邦 周辺機器 8000 441 4294
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SMS / WiLife / UE

Harmony

8000 441 4294

8000 441 4294
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ソフトウェア使用許諾契約書
ご購入いただいた Logicool 製品を使用される前またはこのソフトウェアをダウンロードされる前に、このソフトウェア使用許諾契
約書を注意深くお読みくださいますようお願いいたします。ご購入いただいた Logicool 製品を使用されるか、このソフトウェアを
ダウンロードされることにより、ユーザーはこのソフトウェア使用許諾契約書の条項に従うことに同意したことになります。ユー
ザーが本契約の条項に同意しない場合には、30 日以内、あるいはユーザーの購入元の返却ポリシーに沿った期日のうち、長い方の
期日までに、元の梱包に入った Logicool 製品に販売受領書を添えて、速やかに返送してください。ソフトウェアへ電子的にアクセ
スした場合、ソフトウェアをインストールしないでください。

1. 一般ソフトウェアおよび本契約に付属する文書（「本ソフトウェア」）は、Logitech Europe S.A. (「Logicool」) からユーザーに
ライセンスが付与され、本契約の条項のもとでのみ使用するもので、販売されるものではありません。Logicool およびそのライセ
ンサーは、ソフトウェアの所有権を保持しており、Logicool はユーザーに明示的に付与されていないあらゆる権利を留保します。
本契約の条項は、元のソフトウェアの交換および/または補足となる、Logicool が提供するあらゆるソフトウェアのアップデートに
適用されます。これは当該のアップデートに個別のライセンスが付随していない場合に限り、付属している場合はそのライセンス
の条項が適用されます。

2. ライセンス付与および制限事項Logicool は、本契約の条項に従い、ユーザーが購入した製品またはユーザーが使用する Logicool
 サービスと一緒に使用する場合に限り、本ソフトウェアを使用するための制限付きの非排他的ライセンスをユーザーに付与しま
す。ユーザーは、ユーザーまたは他者による本ソフトウェアまたはその一部のコピー （本契約で明示的に許可されている場合を除
く）、逆コンパイル、逆アセンブル、リバース エンジニア、ソース コードの抽出、派生的な機能やインストーラの作成の試行を
行わず、またこれに同意しないものとします （適用法で明示的に許可されている場合を除く）。本ソフトウェアに含まれているす
べての著作権や他の所有権に関する通知がコピーに含まれている限り、バックアップ目的、購入した Logicool 製品または使用して
いる Logicool サービスと併用することのみを目的として、本ソフトウェアのコピーを作成することができます。本ソフトウェア
は、ソフトウェアの不具合によって死亡、人身事故、または重大な物的損害・環境破壊につながるような、原子力施設、航空機の
ナビゲーションおよび通信システム、航空管制システム、医療機器、またはその他の機器の運用における使用を目的としていませ
ん。

3. 譲渡ユーザーは、ユーザーまたは他者による本ソフトウェアの販売、再販、賃貸、リース、またはサブライセンスを行わず、ま
たこれに同意しないものとします。ただし、ユーザーが本ソフトウェアと同時に Logicool 製品を購入した場合、ユーザーは、本ソ
フトウェアを使用する Logicool の製品の恒久的な譲渡に伴い、以下の条件下で本ソフトウェアを譲渡することができます。(a)
 ユーザーが使用または所有するあらゆるソフトウェアのアップデートが譲渡に含まれること、(b) ユーザーはソフトウェアの全体
または一部を問わず、コピーを保有しないこと。これにはコンピュータまたはその他ストレージ機器に保管されているコピーが含
まれます。および、(c) 譲受人は本契約の条項を読み、これに拘束される点に同意すること。

4. 契約の終了本契約は契約が終了するまで有効です。ユーザーが本契約のいずれかの条項に違反した場合、ユーザーのソフトウェ
ア使用権は、Logicool からの予告なく自動的に終了します。 本契約の終了に伴い、ユーザーはソフトウェアの使用を中止し、所有
あるいは管理するソフトウェアのあらゆるコピーを破棄する必要があります。本契約の 5、6、10、および 11 項は、本契約が終了
するまで適用されます。

5. 免責事項適用法の許容最大限の範囲内で、Logicool のソフトウェアおよびサービスは、すべての瑕疵を問わずかつ一切の保証を
伴わない「現状渡し」で提供されます。また、適用法の許容範囲内で、ユーザーによる Logicool のソフトウェアおよびサービスの
使用は、ユーザーのみがリスクを負うものとし、十分な品質、性能、精度、努力についてのリスク全体をユーザーが負う点につい
て、ユーザーは明示的に認識し、同意するものとします。本契約により、Logicool およびそのライセンサーは、明示的、暗示的、
または法令による、製品の適格性、満足の行く品質、特定の用途への適合性、精度、安居権に対する暗示的な保証および/または条
件および、第三者の権利の非侵害行為を含むがこれに限定されない、Logicool のソフトウェアおよびサービスに関するあらゆる保
証および条件を免責されます。Logicool は、ユーザーにおける Logicool のソフトウェアまたはサービスの享受に支障があった場合
の解決策を保証しません。また Logicool のソフトウェアまたはサービスに含まれる機能がユーザーの要件を満たすこと、Logicool
 のソフトウェアまたはサービスに中断やエラーがないこと、Logicool のソフトウェアまたはサービスの欠陥が修正されることを保
証しません。Logicool の販売店、販売員、または従業員は、この保証免責に対しいかなる変更、延長、または追加を行う権限も有
しません。特定の法域では、消費者の暗示的な保証の除外または適用法権限の制限を認めていない場合があるため、上記の制限ま
たは除外はユーザーに適用されない場合があります。

6. 責任の制限適用法で禁止されていない範囲内において、いかなる場合でも、Logicool またはそのライセンサーは、あらゆる
 Logicool の製品またはサービスの販売、ライセンスまたは使用、あるいは使用不能によって生じた、製品やサービスの代用の調
達、収益の損失、情報やデータの損失、その他の特殊、間接的、必然的または偶発的な損害に対し、発生の原因や、責任の関連性
（契約、不法行為、またはその他）に関わらず、また Logicool が損害発生の可能性について指示を受けていたとしても、一切の責
任を負いません。いかなる場合でも、Logicool およびそのライセンサーの賠償総額は、対象となった製品またはサービスに実際支
払われた金額を超えることはありません。上記の制限は、上述の賠償により重要な目的が果たせない場合にも適用されます。特定
の法域では、偶発的または重要な損害の除外または制限を認めていないので、上記の制限または除外はお客様に適用されない場合
があります。上の制限は、適切な法律が責任を要求するような、およびその範囲内の人身事故には適用されません。

7. アメリカ合衆国政府のエンド ユーザー本ソフトウェアは、48 C.F.R. 2.101で用語が定義されている「市販品」であり、「市販の
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コンピュータ ソフトウェア」および「市販のコンピュータ ソフトウェア文書」で構成されており、アメリカ合衆国政府のエンド
 ユーザーに、(a) 市販品としてのみ、また、(b) 本契約に準拠するその他あらゆるエンド ユーザーに付与されるものと同様の権利
のみ、ライセンスを付与します。未発行の権利は、アメリカ合衆国の著作権法により保護されています。

8. 輸出に関する法律の確約ユーザーは、適用法または規制に違反する本ソフトウェアの輸出または再輸出を行わないことに同意し
ます。これには、アメリカ合衆国、欧州連合、スイス、および/または本ソフトウェアを取得した法域の法または規制を含みます
が、これらには制限されません。

9. 代理人および第三者の購入者ユーザーが本ソフトウェアを別の個人または法人の代わりに取得した場合、ユーザーは、取得した
団体または法人を本契約の条項で拘束する権限を持つことを認め、保証するものとします。

10. 支配法および可分性ユーザーがアメリカ合衆国にいる場合、本契約は、法律の規定または方針の選択の申請または考慮をせ
ず、アメリカ合衆国およびカリフォルニア州の法律に排他的に準拠し、構成されます。ユーザーがアメリカ合衆国国外にいる場
合、本契約はスイスの法律に排他的に準拠します。いかなる理由であっても、正当な法域の司法機関が本契約の条項、またはその
一部を強制できないものと認めた場合、その本契約中の条項は、その団体の意向を受け入れる範囲で最大限実施されます。本契約
のその他の部分は完全な効力で実施されます。

11. 完全な同意、適用言語本契約は本ソフトウェアの使用に関する当事者間の完全合意を構成するものであり、当該の主題に関し
て、書面または口頭での、以前または同時の理解、通信、または契約に優先します。本契約に対する修正および変更は、書面によ
り Logicool の署名がされていない限り、拘束力を持たないものとします。 本契約の翻訳は各地域の要件に沿って行われますが、
英語版と非英語版の間に不一致が生じた場合、本契約の英語版に準拠するものとします。

12. オープンソース ソフトウェア本ソフトウェアの特定の部分は、本契約の条項によって使用許諾されてはいませんが、適用され
るオープン ソース ライセンスの条項に従って使用許諾されます。これには、BSD ライセンス、Apache ライセンスまたは GNU 劣
等一般公衆利用許諾契約書などが含まれますが、これに限定されません（以降、「オープン ソース コンポーネント」）。各オー
プン ソース コンポーネントの使用は、各適用ライセンスの条項によって制限されます。ユーザーは各適用ライセンスの条項に同
意する必要があります。同意しない場合は、本ソフトウェアを使用しないでください。

13. ユーザーは、Logicool およびその子会社および代理店が、ユーザーの Logicool 製品、コンピュータ、システムおよびアプリ
ケーション ソフトウェア、周辺機器および他の関連デバイスに関する情報を含むが、これに限定されない情報の診断、技術および
関連情報を収集、保持、処理および使用することに同意します。また、（必要な場合に）Logicool ソフトウェアに関連するソフト
ウェア アップデート、製品サポートおよび他のサービスへのユーザーへの提供を促進するため、および本契約の条項への遵守を確
証するためにそれらの情報を定期的に収集することに同意します。Logicool は、当社製品の向上およびユーザーへのサービスの提
供を行うことを目的として、ユーザー個人を識別できない形式に限り、この情報を使用することがあります。

本ソフトウェアは、米国著作権法および国際条約によって保護されています。許可のない本ソフトウェアの再生産または再頒布
は、民法および刑法の処罰の対象になります。
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デバイスを使用する
ゲーム デバイスには、特別な機能（キー、ボタンおよびその他の機能を含む）があります。その多くはカスタマイズ可能です
（「デバイスをカスタマイズする」を参照してください）。デバイスには次のようなものが付いています （ただしデバイスによっ
ては、必ずしもこれらのすべてが付いているとは限りません）。

G キー/ボタンおよび M キー。デバイスの G キー（またはマウスのボタン）はゲームをする上での主要な武器です。パワフ
ルなプログラム可能キーをゲーム（または他のアプリケーション）に合わせてカスタマイズすることができます。デバイス
に M キーがある場合は、より柔軟性が増します。詳細については、「G キーを使用する」、「M キーを使用する」および
「マウス ボタンを使用する」を参照してください。

内蔵 LCD GamePanel ディスプレイ。ディスプレイは、Logicool® ゲーム ソフトウェアやメディア、他のアプリケーション
情報など、コンピュータやデバイスにおけるゲームや他のイベントの状況をチェックすることができます。例えば、ゲーム
をフルスクリーンで楽しんでいるときに、同時にディスプレイでメディア情報をチェックすることができます。ディスプレ
イのメニュー項目を選択するには、ボタンを使用します。

マルチメディア コントロール ボタン。コンピュータ上のメディアを効率的にコントロールするために、デバイスには直感
的なメディア ボタンが付いています。詳細については、「マルチメディアをコントロールする」を参照してください。

ゲーム モード スイッチ。ゲーム中、特定の標準システム キーを無効にしたい場合があります。標準のシステム キーをアク
ティブにしたい場合には、ゲーム モード スイッチを切り替えます。詳細については、「デバイスをゲーム モードに切り替
える」を参照してください。

バックライト ボタン。デバイスのキーはバックライトで光り、このときのカラーと明るさは、ご自分の環境に合わせて変更
したり、現在の M キー モードに合わせて自動的に変化したりできます。

USB ポート。USB ポートは、ジョイスティックやヘッドセット、あるいはメモリ スティックなど、他のデバイスに簡単に
接続することができます。詳細については、「デバイスを USB ハブに接続する」を参照してください。

ミニ ジョイスティック。ゲームをプレーしたり他のアプリケーションを実行しているとき
に、4 方向のミニ ジョイスティックを使用できます。詳細については、「ミニ ジョイスティックを使用する」を参照してく
ださい。

電池。 デバイスの電池残量が低いときに、電池を備えるデバイスに対して警告が表示されます。詳細については、「電池充
電の確認」を参照してください。

 



デバイスをカスタマイズする

customizing_my_device.htm[9/10/2014 12:11:56 PM]

デバイスをカスタマイズする
購入されたデバイスはそのまますぐに使用することもできますが、ゲームや他の用途に応じてカスタマイズできることが大きな強
みです。

ほとんどの Logicool® ゲーム デバイスには、プログラム可能な G キーまたはボタンが搭載されています。これらの
 G キー/ボタンのデフォルトの機能は、[デフォルト プロファイル] というデフォルトのプロファイルで指定されています。

ご使用のデバイスには、M1、M2 などの名前の M キーが付いています。Logicool ゲーム ソフトウェアを使用する
と、G キー/ボタンおよび M キーをアプリケーションごとにカスタマイズすることができます。M キーを使用する
と、G キー/ボタンそれぞれに複数の割り当てをプログラムすることができます。G キーはいつでもこれらのモード（M1、M2 な
ど）のうちのいずれかであり、該当する LED が点灯して現在のモードにあるかが分かります。モードを変更するには、該当する
 M キーを押します。

MR キーはクイック マクロをその場で記録するのに使用することができます。マクロは任意の G キーに割り当てることができ、現
在のプロファイルでの割り当てを上書きします。

G キー/ボタンおよび M キーの詳細については、「G キーを使用する」、「マウス ボタンを使用する」および「M キーを使用す
る」を参照してください。

使用する各アプリケーション（ゲームなど）では、アプリケーション固有にカスタマイズされた G キー/ボタンを含むようにプロ
ファイルを定義することができます。詳細については、「プロファイルを使用する」を参照してください。

メモ：
G キー/ボタンのカスタマイズに加えて、デバイスに LCD GamePanel ディスプレイが付いている場合は、その使用方法を調整する
こともできます。
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G キーを使用する
メモ：
ご使用のデバイスに G キーが付いていない場合は、この項を無視してください。

各 G キーには、そのファンクション（F）キーと同じ既定のアクションが備わっています。例えば、G1 は F1 として同じ、G2 は
 F2 と同じになります。G キーは、ゲームや使用するアプリケーションに合わせてカスタマイズすることができます。

各ゲーム （または、アプリケーション）は、一意にカスタマイズされたプロファイルを使用することができます。プロファイルで
は、G キーが押されたときの処理を指定します。マクロやショートカットなどを各 G キーに割り当て、特殊
なクイック アクセス操作をすばやく行うことができます。クイック アクセス操作を G キーに割り当てる方法に関する詳細につい
ては、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してください。

G キーに割り当てると、関連付けられたアプリケーションの使用時にその G キーを押すと、割り当てられた処理を実行することが
できます。ゲームでは通常、キーストロークの組合せが必要な特殊な動きや複雑な操作を実行するマクロが割り当てられます。　
　　

もっと多くのクイック アクセスコマンドが必要な場合、M キー（M1、M2 など）を使用してモードを切り替えることができます。
詳細については、「M キーを使用する」を参照してください。
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M キーを使用する
メモ：
ご使用のデバイスに M キーが付いていない場合は、この項を無視してください。

デバイスには、M1、M2などの名前の M キーが付いています。これらのキーにより、G キーのモード（またはシフト状態）を切り
替えることができます。M キーのいずれかを押すと LED が点灯し、そのモードであることが示されます。一部のデバイスでは、
モード毎にバックライトのカラーも変わります。

複数のモードがあるのは何故でしょうか？主な理由は、多くのマクロがゲームに必要な場合があるからです。M キーを使用するこ
とで、さまざまなゲーム シナリオのために、たくさんのクイック アクセス コマンドを割り当てることができます。

ここに、リアルタイム戦略ゲームで M キーを使用する例を示します（この例では、デバイスには 3 つの M キーがあります）。M1
 モードには、コントロール グループや特殊ユニット スキル用の使用頻度の高いマクロ キーを割り当てます。M2 モードには、ユ
ニットや構造を作成できる製作マクロをセットします。また、M3 モードには、リサーチやアップグレード マクロを設定します。
ゲーム時に該当する M キーを押すだけで、マクロを簡単に切り替えることができます。

多くのゲームでは、多くのマクロや他のコマンドが必要でないかもしれません。そのような場合は、M1 モードで G キーを割り当
てます。こうすることで、ゲーム中は他の M キーを無視できます。

M キーの横に MR キーがあります。このキーは、クイック マクロの記録に使用することができます。説明については、「クイック
 マクロ（その場で）を記録する」を参照してください。

 



マウス ボタンを使用する

using_mouse_buttons.htm[9/10/2014 12:11:57 PM]

マウス ボタンを使用する
メモ：
ご使用のデバイスにマウス ボタンが付いていない場合は、この項を無視してください。

各マウス ボタンには、そのボタンに固有のあらかじめ設定された操作であるデフォルト操作があります。例えば、右ボタンを押す
と標準的な右クリック機能を操作します。しかし、マウス ボタンはゲームや使用するアプリケーションに合わせてカスタマイズす
ることができます。

各ゲーム （または、アプリケーション）は、一意にカスタマイズされたプロファイルを使用することができます。プロファイルで
は、マウス ボタンが押されたときの処理を指定します。マクロやショートカットなどを各マウス ボタンに割り当て、特殊
なクイック アクセス操作をすばやく行うことができます。クイック アクセス操作をボタンに割り当てる方法に関する詳細につい
ては、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してください。

ボタンに割り当てが行われると、関連付けられたアプリケーションの使用時にその G キーを押して、割り当てられた操作を実行す
ることができます。ゲームでは通常、キーストロークの組合せが必要な特殊な動きや複雑な操作を実行するマクロが割り当てられ
ます。　　　

 



マルチメディアをコントロールする

controlling_my_multimedia.htm[9/10/2014 12:11:58 PM]

マルチメディアをコントロールする
メモ：
ご使用のデバイスにマルチメディア ボタンが付いていない場合は、この項を無視してください。

一部のデバイスには、マルチメディアを快適に体験できるようにデザインされた複数のキーまたはボタンが付いています。例え
ば、音楽を聴いたり、ムービーを観る場合には、マルチメディアをワンタッチでコントロールすることができます。トラックを選
択して再生したり、一時停止したりできます。ボリュームを変えたり、消音したりすることもできます。

マルチメディアにワンタッチでアクセスできるよう、自分の好きなメディア プレーヤーをいずれか 1 つの G キー/ボタンに割り当
てることもできます。詳細については、「機能を割り当てる」を参照してください。

次のボタンを使用して、コンピュータで再生している音楽やムービーをコントロールしたり、ボリュームを調節したりできます。

ボタン コントロール 機能

再生/一時停止 音楽またはムービーを再生するか、すでに再生中の音楽やムービーを一時停止します。

停止 再生中の音楽やムービーを停止します。

前のトラック/巻き戻し 前のトラックを再生します。ボタンを押し続けたときは、現在のトラックを巻き戻します。

次のトラック/早送り 次のトラックに移動します。ボタンを押し続けたときは、現在のトラックを早送りします。

ボリューム アップ、ボ
リューム ダウン

音量を調節します。ご使用のデバイスにボリュームのボタンが付いている場合は、これらを
押すと音量が調整できます。ご使用のデバイスにローラーが付いている場合は、上に回転さ
せて音量を上げ、下に回転させて音量を下げます。キーボードにボリューム ダイヤルが付い
ている場合は、ダイヤルを時計方向に回すと音量が上がり、反時計方向に回すと音量が下が
ります。

ミュート 消音します。キーをもう一度押すと、音量が直前のレベルに戻り音が出ます。

 



デバイスを [ゲーミング] モードに切り替える

switch_to_gaming_mode.htm[9/10/2014 12:11:58 PM]

デバイスを [ゲーミング] に切り替える
メモ：
お使いのデバイスに [ゲーミング] モードスイッチ/ボタンがない場合、このトピックは無視してください。

[ゲーミング] モードへの切り替えは、お使いのデバイスがキーボードまたはマウスかどうかによって異なります。

キーボード

ゲーム モードに切り替えるには、ゲーム モード スイッチを右に動かします。デバイスに 2 つのシンボルがある場合は、
（ノーマル）から （ゲーム）に動かします。

これにより、次の 2 個のシステム キーが作動しなくなるため、ゲーム中に誤って押してもトラブルを避けることができます。

 または  キー。

 キー。

Ctrl キーなど隣接したキーを押そうとして誤ってこれらのキーを押しても大丈夫なことが分かっているため、安心してゲームを楽
しむことができるようになります。

ゲーミングが終わったら、標準モードに戻すと、これらのキーが再び作動するようになります。

マウス
[パフォーマンス] モードに切り替えるには、マウス上の [モード] スイッチをスライドさせます - LED が緑（持続モード）から青
（パフォーマンスモード）に変わります。

ゲーミングとオフィスワーク用にマウス設定を最適化してから、 [モード] スイッチを使って 2 つのモードを切り替えることができ
ます。Logicool® ゲームソフトウェアで設定を構成する場合は、電池シンボルの隣の LED シンボルが、パフォーマンスモードまた
は持続モードの設定のどちらが編集されているかを示します。

ゲーミングが終わったら、 [モード] スイッチをスライドさせて持続モードに戻ると、マウス上の LED が緑に変わります。

 



デバイスを USB ハブに接続する

usb_hub.htm[9/10/2014 12:11:59 PM]

デバイスを USB ハブに接続する
メモ：
ご使用のキーボードに内蔵 USB ポートが付いていない場合は、この項を無視してください。

ご使用のキーボードには内蔵されているバスパワーの USB ハブが搭載されており、外部 USB ポートが装備されています。他のデ
バイスの接続に非常に便利である理由として、次の 2 つが挙げられます。

ご使用のコンピュータの USB ポートを使用しなくてすみます。コンピュータの USB ポートを使用せずに、ジョイスティッ
クやヘッドセットなどのデバイスをキーボードに接続することができます。

使い勝手が向上します。キーボードの USB ポートはコンピュータのポートよりアクセスしやすいため、キーボードの USB
 ポートを使用して、メモリ スティックなどのデバイスを一時的に接続します。

メモ：
一部のキーボード モデルには、バスパワーの USB ハブが付いています。これらのキーボード モデルでは、接続できるデバイスの
消費電流の合計は、最高 100mA までです。通常、USB キーボード、マウス、メモリ スティック、デジタル カメラや多くのゲー
ムパッド、ジョイスティック、ヘッドセットなどを接続することができます。デバイスに必要な電圧/電流については、デバイスの
ラベルをチェックしてください。キーボードのバスパワー ハブに直接接続した場合に動作しないデバイスには、一部のビデオ カ
メラ、スキャナのほか、バイブレーション効果に対応したゲームパッドなどがあります。消費電力の高いデバイスをキーボードに
接続すると、そのデバイスが無効であることが示され、デバイスが動作しない理由を示すメッセージが表示されます。デバイスを
キーボードの USB ポートから外し、十分な電力を供給できる別の USB ポートに接続してください。

 



ミニ ジョイスティックを使用する

using_minijoystick.htm[9/10/2014 12:11:59 PM]

ミニ ジョイスティックを使用する
メモ：
ご使用のデバイスにミニ ジョイスティックが付いていない場合は、この項を無視してください。

デバイスにミニ ジョイスティックが付いている場合は、ゲームをプレーしたり他のアプリケーションを実行しているときにミニ
 ジョイスティックを使用できます。次のような機能があります。

4 方向のミニ ジョイスティック。

3 ボタン。2 つのボタンはジョイスティックの横にあり、3 つ目は、ミニ ジョイスティックの上端を押すことで機能しま
す。

G キーの場合と同じように、マクロ、キーストローク、機能などを、ジョイスティックのボタンや方向移動に割り当てるこ
とができます。

マクロおよび他のコマンドを G キーおよびボタンに割り当てることに関する詳細は、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」
を参照してください。

 



デバイスの電池充電の確認

battery.htm[9/10/2014 12:12:00 PM]

デバイスの電池充電の確認
メモ：
お使いのデバイスが有線の場合、このトピックは無視してください。

電池が搭載されたデバイスの場合、Logicool® ゲーム ソフトウェアの左上隅にある電池シンボルによって、現在の電池残量を確認
することができます。これによって、残りの電池寿命が判ります。

デバイスに LCD ディスプレイが搭載されている場合、デバイスの電池残量が少なくなったときに、警告メッセージがディスプレ
イに表示されます。

 



プロファイルのヘルプ

customizing_gkeys.htm[9/10/2014 12:12:01 PM]

プロファイルのヘルプ
ゲーム デバイスには、カスタマイズ可能な G キー/ボタンがあります。

ご使用のデバイスの G キー/ボタンを最大限に活用するには、Logicool® ゲーム ソフトウェアで [プロファイル表示] を使用しま
す。詳細については、「プロファイル表示を使用する」を参照してください。

以下は、G キー/ボタンのカスタマイズによって可能になる機能の一部です。

ご使用のコンピュータにインストールされているゲームの中から、Logicool が作成したプロファイルを使用できるゲームを
検索し、プロファイルをそれらのゲームに自動的に割り当てます。「プロファイルを使用する」を参照してください。

各ゲーム（または各アプリケーション）について 1 個のプロファイルを作成します。「新規プロファイルを作成する」を参
照してください。

複合、マルチ キー マクロを記録します。「マルチ キー マクロを記録する」を参照してください。

マクロ、および他のコマンドを G キー/ボタンに割り当てます。「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してくだ
さい。

他のゲーマーとゲーム プロファイルを交換します。「プロファイルをエクスポートする」および「プロファイルをインポー
トする」を参照してください。

メモ：
Logicool ゲーム ソフトウェアの実行中、  アイコンがメニューバー エクストラに表示されます。Logicool ゲーム ソフトウェアが
実行されていないときは、デバイスの G キーおよび M キーは機能しません。
ご使用のデバイスの G キー/ボタンは、ゲームを拡張するために設計された高度なゲーム テクノロジの特徴の一部です。使用可能
な機能の概要については、「デバイスの使用」を参照してください。

 



プロファイル表示を使用する

using_customize_gkey_view.htm[9/10/2014 12:12:01 PM]

プロファイル表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [プロファイル表示] は、ゲームのプロファイルを作成および保守する機能を提供しており、これ
により G キー/ボタンをカスタマイズしてゲームを最大限に活用することができます。

 

[プロファイル表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下部にある、[デバイス] バー
の [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックします。表示されるアイコンは、選択したデバイス
に G キーまたはマウス ボタンがあるかにより異なります。

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [プロファイル表示] の使用方法は直観的で直接的です。

[プロファイル表示] には次のセクションがあります。

左側にある、[コマンド] エリア。 
これにより、現在選択されているプロファイル用に定義されたコマンドが表示され、コマンドを追加および保守するための
機能が提供されます。

上部にある、[プロファイル] エリア。 
ここで、お使いのコンピュータおよびそのコンピュータに接続された互換性のあるすべてのデバイス上に保存されたすべて
のプロファイルを閲覧でき、プロファイルを作成して作業することができます。これには、新規プロファイルの作成やス
キャン、プロファイルの保存、プロファイルのインポート/エクスポート、プロファイルのコマンドの印刷などに使用する検
索フィールドやボタンが含まれます。

右側にある、[画像] エリア。 
これは、デバイスのゲーム機能の画像です。現在 G キー/ボタンに割り当てられているすべてのコマンドが表示されます。

[モードの選択] エリア（G300 と G600 専用）。 
このコマンドにより、適切な色つきゾーンをクリックすることで、3 つのマクロ モードのいずれかを選択できます
（M キーを押すのと同じです）。また 8 色のパネルから選択することで、デバイスの照明色を変更できます。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

すでに定義したコマンドがあるときは、そのコマンドを希望する G キー/ボタンにドラッグするだけで、コマンドをその
 G キー/ボタンに関連付けることができます。

詳細については、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してください。

 



プロファイルを使用する

using_profiles.htm[9/10/2014 12:12:02 PM]

プロファイルを使用する
プロファイルとは、カスタマイズされた割り当て（キーストローク、マルチ キー マクロ、ショートカットや機能）とその他の設
定をセットにしたもので、デバイスのプログラム可能な G キーまたはボタンの動作を決定します。

各プロファイルは通常、ご使用のコンピュータの特定のアプリケーション（通常、ゲーム）に関連付けられています。ゲームをプ
レーしているとき、そのゲームに関連付けられているプロファイルが自動的にアクティブになり、そのプロファイルで定義されて
いる G キー/ボタンが使用可能になります。一部のデバイスでは、デバイスの LCD ディスプレイやプロファイルを切り替えるため
の関連ボタンを使用することもできます。アプリケーション固有のプロファイルと同様に、オプションで固定プロファイルやデ
フォルト プロファイルを指定することができます。詳細については、「固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて」
を参照してください。

Logicool® ゲーム ソフトウェアをインストールすると、コンピュータにインストールされている使用頻度の高いゲームが自動的に
検索され、デフォルトの起動プロファイルが作成されます。プロファイルが使用できるゲームには、一人称 シューティング、リア
ルタイム戦略ゲーム、ロールプレイ ゲームなどが含まれます。必要に応じて、プロファイルを編集することができます。プロファ
イルの編集方法の詳細については、「プロファイルを編集する」を参照してください。新規ゲームをインストールしたときなどに
 Logicool ゲーム ソフトウェアがコンピュータを検索するように、いつでも設定することができます。説明については、「新規
ゲームを検索する」を参照してください。

お使いのコンピュータまたはコンピュータに付属のデバイス上のすべてのプロファイルは、[プロファイル表示] の [プロファイル]
 エリアにアルファベット順にリスト表示されます。大量のプロファイルがある場合は、[検索] フィールドを使って、プロファイル
名の最初の数文字を入力することで、素早くプロファイルを探すことができます。

Logicool ゲーム ソフトウェアによって、ゲームの起動プロファイルが自動的に作成されない場合はどうしたらいいでしょうか？簡
単です。新規プロファイルを最初から作成するか（「新規プロファイルを作成する」を参照）、既存のプロファイルをコピーしま
す。

または、インターネットからダウンロードしたプロファイルや友人が電子メールで送ってきたプロファイルなど、プロファイルを
インポートすることもできます（「プロファイルをインポートする」を参照）。プロファイルをインポートするには、そのプロ
ファイルがコンピュータまたはネットワーク上に存在していることが必要です。プロファイルを取得するには、次のいずれかを実
行します。

友人が作成してファイルにエクスポートしたプロファイルを、メールやディスクからご使用のコンピュータにコピーしま
す。

インポートしたいプロファイルと同じような既存のプロファイルをエクスポートし、インポートしてから編集します。詳細
については、「プロファイルをエクスポートする」を参照してください。

希望するプロファイルに全く一致するものでない場合、ゲームのプロファイルをインポートした後で、その割り当てを用途に応じ
て変更することができます。割り当ての設定および変更に関する詳細は、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照して
ください。

さらに、一部のデバイスではプロファイルをデバイス本体に保存することができます。その場合は、[オンボード プロファイル設
定の表示] または [転送するプロファイルの管理表示] のいずれかを使用します。これにより、デバイスを別のパソコンで使用する
際にも、自動的にプロファイルを使用することができます。「オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示を使用する」また
は「転送するプロファイルの管理表示を使用する」を参照してください。

 



新規プロファイルを作成する

create_new_profile.htm[9/10/2014 12:12:02 PM]

新規プロファイルを作成する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにあるアイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、[新規プロファイルを作成] アイコンをクリック、または空のプロファイルをクリックします。[新
規プロファイル] ウィンドウが表示されます。

4. プロファイル名を [名前] に入力します（通常はゲーム名）。この名前は、[プロファイル表示] の [プロファイル] エリアにあ
るプロファイルにカーソルをポイントしたとき、およびこのプロファイルに関連付けられているゲームを起動して、デバイ
スの GamePanel ディスプレイ（デバイスに LCD がある場合）に 5 秒間カーソルを合わせたときに表示されます。

5. 例えば、設定するプロファイル用のゲームのバージョンを明らかにするときなど、オプションとして [説明] に入力すること
もできます。

6. このプロファイルが対象とするゲーム/アプリケーションの実行形式ファイルを選びます。これを行うには、[+] アイコンを
クリックし、以下のいずれかを実行します。

i. ドロップダウンメニューから、[GamePanel からアプリケーションを追加する] を選択します。

ii. 現在のアプリケーションとして最前面に表示されるように、ゲームを起動します（または、切り替えます）。

iii. ディスプレイの横の [OK] ボタンを押します。

または

i. ドロップダウンメニューから、[アプリケーションを選択] を選びます。[開く] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 実行形式ファイルを選択し、[開く] をクリックします。

複数のゲーム/アプリケーションにこのプロファイルをリンクする場合は、この操作を繰り返します。必要に応じて、多数の
ゲーム/アプリケーションにプロファイルをリンクすることができます。ゲーム/アプリケーションを削除するには、名前を
クリックし、[-] アイコンをクリックします。

7. ゲームを実行してプロファイルが起動された後にゲームが終わるまでプロファイルを有効にしておきたい場合は、[ゲーム実
行中はプロファイルをロックする] ボックスをクリックします。これにより、ゲームからフォーカスが離れても、プロファ
イルは有効のまま維持されます。

8. 既存の類似のプロファイルをベースとして新規プロファイルを作成する場合は、[既存プロファイルからコピーする] ボック
スにチェックを付け、プロファイルのドロップダウンリストから既存プロファイルを選択します。

9. [OK] をクリックします。

メモ：
または、[プロファイル] エリアの [新規プロファイルを作成] アイコンの下にある 矢印をクリックして、[既存のプロファイルをコ
ピー] を選択し、新規プロファイルのベースにするプロファイルを選択します。

プロファイルが作成され、選んだゲームにリンクされます。[Logicool ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスで
 [プロファイルのアクティブ化の通知を GamePanel ディスプレイに表示する] ボックスにチェックが付いていると、アプリケー
ションを起動したときに、有効になったプロファイルの名前がディスプレイに表示されます。さらに、[ゲーム実行中はプロファイ
ルをロックする] ボックスにチェックが付いている場合は、鍵のアイコンがディスプレイに表示されます。固定プロファイル設定
に応じて、このプロファイルで定義されたすべての G キー/ボタンの割り当てが、ゲームをするときに自動的に使用可能になりま
す。

これで、G キー/ボタンをカスタマイズすることができます。詳細については、「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照
してください。

 



新規ゲームを検索する

scan_new_games.htm[9/10/2014 12:12:03 PM]

新規ゲームを検索する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで [新規ゲーム用のスキャン] アイコンをクリックします。

[新しいゲーム用のスキャン] ダイアログ ボックスが表示され、ソフトウェアによって既知のゲームがご使用のコンピュータ
で検索されます。検索されたゲームが強調表示されます。

4. 自動的にプロファイルを作成したいゲームを選択し、[OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ると、[プロファイル] エリアに新しいプロファイルが表示されます。

 



固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて

what_are_persistent_default.htm[9/10/2014 12:12:04 PM]

固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて
それぞれのゲームに個々にリンクしているプロファイルの他に、より一般的なプロファイルが 2 つあります。これらのプロファイ
ルは指定することができます。

固定プロファイル。指定されると、このプロファイルは常にアクティブになり、使用中のその他のプロファイルが上書きさ
れます。従って、実行中のアプリケーションにリンクされているプロファイルがあっても、固定プロファイルが優先される
ことになります。このプロファイルが便利である理由として次の 2 つが挙げられます。

プレー方法や使用されるキーストロークの点で、すべてのゲームが極めて似通ったものである場合 （例えば、すべて
が同じような一人称 シューティング）、同じマクロが必要になります。このような場合、1 個の固定プロファイルを
設定して維持していくのが最も簡単な方法になります。

Logicool® ゲーム ソフトウェアがゲームの起動を検知しない場合。関連するプロファイルを自動的に適用するために
は、ゲーム実行形式ファイルが起動されたことが Logicool ゲーム ソフトウェアによって正しく検知される必要があ
ります。ただし、ゲームの起動を 100% 正確に検知する方法はありません。ゲームの起動が Logicool ゲーム ソフト
ウェアによって検知されない場合は、ゲームで使用するためにカスタマイズした G キー/ボタンでプロファイルを定
義し、ゲームを起動する前にプロファイルを固定プロファイルとして指定し、ゲーム終了後にオフにします。

デフォルト プロファイル。これは「代替」プロファイルで、固定プロファイルが存在せず、現在のアプリケーションにリン
クされたプロファイルがない場合（または、アプリケーションが実行されていない場合）に使用されます。

初めて Logicool ゲーム ソフトウェアをインストールして実行するとき、デフォルト プロファイルは、「デフォルト プロ
ファイル」となりますが、別のプロファイルをデフォルトとして設定できます。

デフォルト プロファイルは、ゲームをしていないときのクイック アクセス操作を G キー/ボタンに割り当てたい場合に最適
です。例えば、よく使用するアプリケーションや Web サイトをワンタッチで起動したい場合があります。そのような場
合、用途に応じてデフォルト プロファイル用に G キー/ボタンの割り当てをカスタマイズします。

これらのプロファイルのいずれか、または両方を指定するかどうかは自由に決めることができます。決定するには、固定プロファ
イル、デフォルト プロファイルおよび現在のアプリケーションのプロファイル間の関係を知っておくことが重要になります。

固定プロファイルを指定した場合、これが現在のプロファイルになり、常に使用されます。その他のすべてのプロファイル
は無視されます。

固定プロファイルを指定しない場合、現在のアプリケーションにリンクされている現在のプロファイルがそのままリンクさ
れます。

固定プロファイルを指定せず、現在のアプリケーションにリンクされているプロファイルが存在しない場合（または、アプ
リケーションが実行されていない場合）、デフォルト プロファイルが指定されていれば、現在のプロファイルがデフォルト
 プロファイルになります。

詳細は「固定プロファイルを指定する」および「デフォルト プロファイルを指定する」を参照してください。

 



デフォルト プロファイルを指定する

specify_default_profile.htm[9/10/2014 12:12:04 PM]

デフォルト プロファイルを指定する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにあるアイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、デフォルトにしたいプロファイルを右クリックし、[デフォルトとして設定] を選択します。

（設定解除するには、プロファイルを再度右クリックし、[デフォルトとして設定] を選択してチェック マークを外しま
す。）

メモ：
デフォルト プロファイルについては、「固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて」を参照してください。

 



プロファイル サイクルについて

what_is_profile_cycling.htm[9/10/2014 12:12:04 PM]

プロファイル サイクルについて
1 つのゲームに複数のプロファイルを関連付けることができます。例えば、1 つのゲームの中の各キャラクターや各レベルに対し
て異なるプロファイルを有効にしたい場合は、いつでも最適なプロファイルにすぐに切り替えることができます。

1 つのゲームに複数のプロファイルを関連付けるには、プロファイル サイクルのキーストローク（またはキーストロークの組み合
わせ）を設定する必要があります。ゲーム中は、このキーストロークを押すことで、ゲームを中断することなく別のプロファイル
に簡単に切り替えることができます。複数のプロファイルがある場合は、キーストロークを繰り返し押すことで、ゲームに関連付
けられたこれらのプロファイルが順番に切り替わります。（ゲームに 1 つのプロファイルだけを関連付けている場合は、プロファ
イル サイクルのキーストロークを押しても何も起こりません。）

キーストロークはご希望にあわせて設定でき、Cmd および Shift などのキーを含めることができます。プレーするゲームで競合し
ないキーにしてください。

プロファイル サイクルのキーストロークを設定するには、「プロファイル設定を変更する」を参照してください。

 



プロファイルをインポートする

import_profile.htm[9/10/2014 12:12:05 PM]

プロファイルをインポートする
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで [インポート/エクスポート] アイコンをクリックし、[インポート] を選択します。オンボードプロ
ファイルを備える一部のデバイスでは、プロファイル設定を編集するときに、プロファイル番号の隣の矢印 をクリックし
て、[インポート] を選択することができます。

[プロファイルをインポート] ダイアログ ボックスが表示されます。

4. インポートするプロファイルを探して選択します。これは、「.xml」または「.lgp」（または、オンボードプロファイルの場
合は「.dat」）ファイル形式になり得ます。

5. [開く] をクリックします。

プロファイルがインポートされ、[プロファイル表示] の [プロファイル] エリアに追加されます。

メモ：
すでに同じ名前のプロファイルがある場合は、上書き、両方保存（インポートされているプロファイルの名前変更）または
インポートのキャンセルのいずれかを選択できます。

その後、ご使用のコンピュータ上の正しいゲームにリンクさせるなど、このプロファイルを編集することができます。詳細につい
ては、「プロファイルを編集する」を参照してください。

 



プロファイルをエクスポートする

export_profile.htm[9/10/2014 12:12:06 PM]

プロファイルをエクスポートする
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、プロファイルの下の  矢印をクリックするか、[インポート/エクスポート] アイコンをクリック
し、[エクスポート] を選択します。オンボードプロファイルを備える一部のデバイスでは、プロファイル設定を編集すると
きに、プロファイル番号の隣の矢印 をクリックして、[エクスポート] を選択することができます。

4. 作成したいファイルの場所と名前を選択し、[保存] をクリックします。

指定したファイルにプロファイルがエクスポートされます。ファイル拡張子は「.xml」（またはオンボードプロファイルの
場合は「.dat」）になります。

または、複数のプロファイルをエクスポートすることができます。

すべてのプロファイルをエクスポートするには、[プロファイル表示] で [インポート/エクスポート] アイコンをクリック
し、[すべてエクスポート] を選択します。

選択したプロファイルをエクスポートするには、[プロファイル表示] で、Cmd を押しながらプロファイルをクリックしてエ
クスポートするプロファイルを強調表示させてから、プロファイルの 1 つを右クリックして [エクスポート] を選択します。

いずれの場合も [プロファイルのエクスポート] ダイアログボックスが表示され、そこでエクスポートするフォルダを選択
し、[OK] をクリックしてエクスポートすることができます。 プロファイル（コンピュータベースのプロファイルおよびオ
ンボードプロファイル）は、適切に名前の付いたサブフォルダにエクスポートされます。

このプロファイル（1 つまたは複数）を他のゲーマーに送信したり、再インポートして別のアプリケーション用に編集したりする
ことができます。

 



プロファイルをテストする

test_profile.htm[9/10/2014 12:12:06 PM]

プロファイルをテストする
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、テストするプロファイルを右クリックし、[プロファイルをテスト] を選択します。

[プロファイルをテスト] ダイアログ ボックスが表示されます。[Logicool ゲーム ソフトウェアのオプション] ダイアログ
 ボックスで [プロファイルのアクティブ化の通知を GamePanel ディスプレイに表示する] ボックスにチェックが付いてい
ると、有効になったプロファイルの名前がディスプレイに表示されます。

4. ゲームで実際に使うように該当するキーを押したり、[キー] や [時刻] データをチェックすることで、プロファイル内の
 G キー/ボタンの割り当てやその他のキーをテストします。

5. 終了したら、[OK] をクリックします。

必要に応じて、G キー/ボタンの割り当てを変更したり、マクロを編集することができます（「コマンドを G キー/ボタンに割り当
てる」を参照してください）。また、その後プロファイルを再度テストすることができます。

 



プロファイルを編集する

edit_profile.htm[9/10/2014 12:12:07 PM]

プロファイルを編集する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアにあるプロファイルを右クリックするか、その 矢印をクリックして、[プロパティ] を選択しま
す。[プロファイル プロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。

4. プロファイルの [名前] を編集します（通常はゲーム名）。この名前は、[プロファイル表示] の [プロファイル] エリアにある
プロファイルにカーソルをポイントしたとき、およびこのプロファイルに関連付けられているゲームを起動して、デバイス
の GamePanel ディスプレイ（デバイスに LCD がある場合）に 5 秒間カーソルを合わせたときに表示されます。

5. 例えば、設定するプロファイル用のゲームのバージョンを明らかにするときなど、オプションとして [説明] に入力すること
もできます。

6. プロファイルが対象とするゲーム/アプリケーションの追加の実行形式ファイルを選びます。これを行うには、それぞれに対
して [+] アイコンをクリックし、以下のいずれかを実行します。

i. ドロップダウンメニューから、[GamePanel からアプリケーションを追加する] を選択します。

ii. 現在のアプリケーションとして最前面に表示されるように、ゲームを起動します（または、切り替えます）。

iii. ディスプレイの横の [OK] ボタンを押します。

または

i. ドロップダウンメニューから、[アプリケーションを選択] を選びます。[開く] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 実行形式ファイルを選択し、[開く] をクリックします。

または、ゲーム/アプリケーションを削除するには、名前をクリックし、[-] アイコンをクリックします。

7. ゲームを実行してプロファイルが起動された後にゲームが終わるまでプロファイルを有効にしておきたい場合は、[ゲーム実
行中はプロファイルをロックする] ボックスをクリックします。これにより、ゲームからフォーカスが離れても、プロファ
イルは有効のまま維持されます。

8. [OK] をクリックします。

プロファイルが更新され、選んだゲームにリンクされます。

9. プロファイルに関連付けられたアイコンを変更したい場合は、[プロファイル ] エリアでプロファイルを右クリックして、[ア
イコンを選択] を選択します。[アイコンを選択] ダイアログボックスが表示されます。ここではサポートされている共通
フォーマットから適切な画像ファイルを探して選択できます。

10. 編集しているプロファイルに適合するように、G キー/ボタンの割り当てをチェックし、変更します。詳細については、「コ
マンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してください。

メモ：
プロファイルをテストするツールで、プロファイルが期待通りにゲーム内で動作するかどうか確認することができます（「プロ
ファイルをテストする」を参照してください）。また、変更したい場合は、コマンドおよび割り当てに修正を加えることができま
す（「コマンドを編集する」を参照してください）。

 



プロファイルの詳細を印刷する

print_profile.htm[9/10/2014 12:12:07 PM]

プロファイルの詳細を印刷する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、印刷したいプロファイルをクリックします。

4. [プロファイル] エリアで、[印刷] アイコンをクリックします。

Web ブラウザが起動し、印刷に適した形式でプロファイルの詳細を表示します。

5. ご使用の Web ブラウザからプロファイルの詳細を印刷します。

 



プロファイルを削除する

delete_profile.htm[9/10/2014 12:12:07 PM]

プロファイルを削除する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、プロファイルを [転送するプロファイル] エリアにあるごみ箱にドラッグします。または、プロ
ファイルを右クリックするか  矢印をクリックしてから、[削除] を選択します。

複数のプロファイルを削除するには、Cmd を押しながら削除するプロファイルをクリックしてプロファイルを強調表示さ
せてから、1 つを右クリックして [削除] を選びます。

プロファイルの削除を確認するためのメッセージが表示されます。

4. [はい] をクリックします。

プロファイルが削除されます。

メモ：
プロファイルをコンピュータから完全に削除すると判断しきれない場合は、ゲームとの関連付けを解除するだけにしておきます。
詳細については、「プロファイルを編集する」を参照してください。

 



オンボード ポインタ設定のカスタマイズ表示を使用する

using_customize_onboard_pointer_view.htm[9/10/2014 12:12:08 PM]

オンボード ポインタ設定のカスタマイズ表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [オンボード ポインタ設定のカスタマイズ表示] には、デバイスに保存されるポインタ設定をカス
タマイズする機能があります。

メモ：
この機能は G600 専用です。[オンボードポインタ設定のカスタマイズ表示] にアクセスするには、ホームページで必ず [ オンボー
ド メモリ]（[自動ゲーム検出] ではない）を選択している必要があります。
これらの機能は、G300 の [オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] で使用できます。

 

[オンボードポインタ設定のカスタマイズ表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下
部にある、[デバイス] バーの [オンボードポインタ設定のカスタマイズ] アイコンをクリックします。
（G300 の場合、代わりに [オンボードプロファイル設定のカスタマイズ] アイコンをクリックします。）

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [オンボード ポインタ設定のカスタマイズ表示] の使用方法は直観的で簡単です。

[オンボードポインタ設定のカスタマイズ表示] には以下のセクションがあります。

[画像] エリア。 
デバイスが表示され、プロファイル コマンドが表示され変更できます。

左側にある、[モードの選択] エリア。
 3 つのモードの中で変更するモード、およびモードの色を指定します。

右側にある、[ポインタの設定] エリア。 
 DPI 感度など、マウス ポインタの動きを任意に制御します。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

カスタマイズ オプションについては、「オンボードポインタを設定する」を参照してください。

 



オンボード プロファイル（機能割り当て）を設定する

set_onboard_profile_settings.htm[9/10/2014 12:12:08 PM]

オンボード プロファイル（機能割り当て）を設定する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [オンボード プロファイル/機能割り当て設定のカスタマイズ表示] を表示します ([デバイス] バーの [オンボード プロファイ
ル/機能割り当て設定のカスタマイズ] アイコンをクリックする)。アイコンを使用できない場合は、ホームページを表示
し、[ オンボード メモリ] オプションを選択します。

3. G600 では、G シフト スライダーを使用して、標準モードまたは G シフト モードのいずれかで機能割り当てを定義するの
か指定します。G シフトについての詳細は、「G シフトの割り当て」を参照してください。

4. [モードの選択] エリアを使用して、適切な色つきゾーンをクリックすることで、3 つのモードのうちのいずれかを選択しま
す。(G300 では任意で、モード ゾーンの下にある 8 色のパネルから色を選択することで、そのモードのときにデバイスで照
明色を変更できます。)

5. 以下のようにして、各ボタンにコマンドを割り当てます。

i. [画像] エリアで、ボタンをダブルクリックするか、その  矢印をクリックして、[編集] を選択します。

ii. 次のオプションのいずれかを選択します。

マウス機能。オプション [左クリック]、[右クリック]、[中クリック]、[戻る]、[進む]、[DPI アップ]、[DPI ダウ
ン]、[DPI シフト]、[DPI サイクル]、[DPI デフォルト]、[モード スイッチ] (G300/G600)、[G シフト] (G600) か
ら選択します。

または

キーストローク。 [任意の修飾キーを含むキーストロークを入力] フィールドにカーソルを合わせて、キースト
ロークを押し (Shift、Home または Cmd + B など)、またはオプションから標準のショートカットを選択しま
す (切り取り、コピー、貼り付け、元に戻す、やり直し、画面をクリップボードにキャプチャ、選択した部分
をクリップボードにキャプチャ、選択した部分をファイルにキャプチャ、画面をファイルにキャプチャ、デス
クトップの表示、ダッシュボード、ミッションコントロール、アプリケーションウィンドウ、強制終了、
 Spotlight)。

iii. [OK] をクリックします。

このコマンドがボタンに割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

また、ボタンを右クリックするか、その  矢印をクリックし、[一般を使用] を選択することで、そのデバイスとモードに対
するデフォルト値の使用を選択できます。またボタンを右クリックするか、その  矢印をクリックし [割り当て解除] を選
択することで、割り当てを解除できます。

これらの機能の詳細については、「プロファイルのヘルプ」を参照してください。

 



固定プロファイルを指定する

specify_persistent_profile.htm[9/10/2014 12:12:09 PM]

固定プロファイルを指定する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにあるアイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、固定にしたいプロファイルを右クリックし、[固定として設定] を選択します。

（設定解除するには、プロファイルを再度右クリックし、[固定として設定] を選択してチェック マークを外します。）

メモ：
固定プロファイルについては、「固定プロファイルとデフォルト プロファイルについて」を参照してください。

 



コマンドを G キー/ボタンに割り当てる

assigning_commands_gkeys.htm[9/10/2014 12:12:09 PM]

コマンドを G キー/ボタンに割り当てる
カスタマイズ可能な G キー/ボタンは、パフォーマンス ゲームへのゲートウェイです。主な目的は、プレーするゲームに合うよう
にクイック アクセス コマンドを割り当てることにあります。クイック アクセス コマンドには複数のカテゴリがあります（一部の
デバイスでは使用できないものもあります）。

カテゴ
リ

説明

キース
トロー
ク

特定のキーストロークの組み合せ（Cmd + B など）が特定のゲームで役立つ場合、それを G キー/ボタンに割り当てる
ことができます。詳細については、「キーストロークを割り当てる」を参照してください。

マルチ
 キー
 マク
ロ

複雑で強力なマクロには、複数のキー イベント、遅延などを含めることができます。詳細については、「マルチ キー マ
クロを記録する」および「マルチ キー マクロを割り当てる」を参照してください。

マクロをその場で記録して、G キーに割り当てることもできます。詳細については、「クイック マクロを（その場
で）記録する」を参照してください。クイック マクロは現在のプロファイルに保存され、「クイック マクロ n」という
名前が付けられています（n は作成されたクイック マクロの数を表示する）。

テキス
ト ブ
ロック

G キー/ボタンを押したときに一連のキーストロークに変換されるテキスト（例えばメッセージ通信）を定義することが
できます。詳細については、「テキスト ブロックを割り当てる」を参照してください。

マウス
機能

一連のマウス ボタン機能をボタンまたはキーに割り当てます。詳細については、「マウス機能を割り当てる」を参照し
てください。

メディ
ア コ
マンド

多様な使用頻度の高いメディア コントロール コマンドを選択することができます。詳細については、「メディア コマン
ドを割り当てる」を参照してください。

ショー
トカッ
ト コ
マンド

一連の標準的な編集、スクリーン キャプチャ、およびシステム コマンドにアクセスできます。詳細については、
「ショートカット コマンドを割り当てる」を参照してください。

エイリ
アス

お好みのアプリケーションや Web サイトにすばやくアクセスすることができます。「エイリアスを割り当てる」を参照
してください。

機能 標準機能を選択して、コンピュータ上の関連するアプリケーションを開くことができます: Web ブラウザ、電
卓、iTunes、ファインダー、FaceTime、Launchpad、ミッション コントロール、QuickTime プレーヤー、およびアプリ
ケーション。さらに、デバイスの M キー からいずれか 1 つを選択できます。詳細については、「機能を割り当てる」を
参照してください。

一部のデバイスには、G シフト機能があり、別のコマンド一式を作成して、G シフト
 キー/ボタンを押し続けることで利用することができます。 詳細については、「G シフトの割り当て」を参照してください。

[プロファイル表示] の [画像] エリアにある各 G キー/ボタンの下部の説明に、現在の割り当て（例えば、「電子メール」）を表示
します。

割り当てを行う他に、個々の G キー/ボタンの割り当てを無効にしたり、割り当てをデフォルト設定に戻したり、コマンドを編集
することができます。詳細については、「G キー/ボタン割り当てを削除または再割り当てする」および「コマンドを編集する」を
参照してください。

 



機能を割り当てる

assign_a_function.htm[9/10/2014 12:12:10 PM]

機能を割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたい機能が [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行します。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[機能] を選択します。

iii. [名前] フィールドで、機能の名称を入力します。

iv. 表示されたオプション (デバイスによって異なる) から適切な機能を選択します: ウェブブラウザ、電卓、iTunes、
ファインダー、FaceTime、Launchpad、ミッションコントロール、QuickTime プレーヤー、アプリケーション、お
よび M キー。

v. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたい機能をクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグします。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



キーストロークを割り当てる

assign_a_keystroke.htm[9/10/2014 12:12:10 PM]

キーストロークを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいキーストロークが [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行します。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[キーストローク] を選択します。

iii. [名前] フィールドで、キーストロークの名前を入力します。

iv. [任意の修飾キーを含むキーストロークを入力] フィールドにカーソルを合わせて、キーストロークを押します。これ
は、単一のキーにしたり、Cmd および Shift などのキーを含めたりすることができます（Q や Cmd + B など）。

v. [OK] をクリックします。

vi. [繰り返しオプション] フィールドで、ドロップダウンからキーストロークを繰り返す方法を選択します。

[なし]：繰り返したくない場合。

[押している間]：G キー/ボタンを押している間キーストロークを繰り返す。

[切り替え]：G キー/ボタンを押しているときキーストロークを自動的に繰り返す。G キー/ボタンを再び押す
と繰り返しを中止する。

さらに、[遅延（ミリ秒）] 値が適切であることを確認してください。例えば、0.5 秒ごとにコマンドを繰り返すに
は、500 ミリ秒を指定します。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいキーストロークをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグしま
す。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



メディア コマンドを割り当てる

assign_a_media_command.htm[9/10/2014 12:12:11 PM]

メディア コマンドを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいメディア コマンドが [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行しま
す。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[メディア] を選択します。

iii. 表示されるオプションから適切なメディア コマンド（[再生/一時停止]、[停止]、[前のトラック]、[次のトラック]、[ボ
リューム アップ]、[ボリューム ダウン]、および[ミュート]）を選択します。

iv. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいメディア コマンドをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグし
ます。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



マウス機能を割り当てる

assign_a_mouse_function.htm[9/10/2014 12:12:11 PM]

マウス機能を割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいマウス機能が [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行します。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[マウス機能] を選択します。

iii. 表示されるオプションから適切なマウス機能（[左クリック]、[右クリック]、[中央クリック]、[戻る]、[進む]、[ダブル
 クリック]、[DPI アップ]、[DPI ダウン]、[DPI シフト]、[デフォルト DPI]、[DPI サイクル]、[モード スイッ
チ(G300/G600)]、[G シフト(G600)] および（一部のデバイスでは）[スクロール アップ]、[スクロール ダウン]、[左へ
スクロール]、[右へスクロール]）を選択します。

iv. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいマウス機能をクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグします。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



マルチ キー マクロを割り当てる

assign_a_multi_key_macro.htm[9/10/2014 12:12:12 PM]

マルチ キー マクロを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいマルチ キー マクロ コマンドが [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。作成するには、「マ
ルチ キー マクロを記録する」を参照してください。

5. 割り当てたいコマンドをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグします。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



テキスト ブロックを割り当てる

assign_a_text_block.htm[9/10/2014 12:12:12 PM]

テキスト ブロックを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいテキスト ブロックが [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行しま
す。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[テキスト ブロック] を選択します。

iii. [名前] フィールドで、キーストロークの名前を入力します。

iv. カーソルを [テキストを入力] ボックスに置き、G キー/ボタンが押されたときに再生するテキストを入力します。

v. 各文字間に遅延を含めてコマンドを再生したい場合は、[文字間の遅延を使用] ボックスをチェックし、遅延のミリ秒
数を指定します。

vi. ユニコード文字を含めることができるようにコマンドを再生したい場合、[ユニコード再生の使用（一部のゲームでは
動作しない場合もある）] ボックスをチェックします。一部のゲームでは、ユニコード文字が受け付けられない場合
があります。

vii. [繰り返しオプション] フィールドで、ドロップダウンからキーストロークを繰り返す方法を選択します。

[なし]：繰り返したくない場合。

[押している間]：G キー/ボタンを押している間キーストロークを繰り返す。

[切り替え]：G キー/ボタンを押しているときキーストロークを自動的に繰り返す。G キー/ボタンを再び押す
と繰り返しを中止する。

さらに、[遅延（ミリ秒）] 値が適切であるかを確認してください。例えば、0.5 秒ごとにテキスト ブロックを繰り返
すには、500 ミリ秒を指定します。

viii. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいテキスト ブロックをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグし
ます。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



コマンドを削除する

delete_a_command.htm[9/10/2014 12:12:13 PM]

コマンドを削除する
1. [プロファイル表示] で、[プロファイル] エリアで適切なプロファイルと適切なマクロ モードを選択しているかを確認しま

す。

2. [コマンド] エリアのコマンドを右クリックし、[削除] を選択します。（または、コマンドをゴミ箱にドラッグします。）

3. 削除を確認するプロンプトが表示されたら、[はい] をクリックします。

メモ：
この処理では、コマンドを G キー/ボタンの割り当てから解除するだけでなく、プロファイルから完全に削除します。コマンドを
 G キー/ボタンの割り当てから解除したい場合は、「G キー/ボタン割り当てを削除または再割り当てする」を参照してください。

 



コマンドを編集する

edit_a_command.htm[9/10/2014 12:12:13 PM]

コマンドを編集する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 次のいずれかで編集したいコマンドをダブルクリック（または右クリックしてから [編集] を選択）します。

[コマンド] エリア。

-または

[画像] エリア（コマンドがすでに G キー/ボタンに割り当てられている場合にのみ可能）。

5. コマンドの設定を編集（「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照してください）。

6. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

または、G キー/ボタンの割り当てを変更または削除したい場合は、詳細については、「G キー/ボタン割り当てを削除または再割
り当てする」を参照してください。

 



G キー/ボタン割り当てを削除または再割り当てする

remove_a_gkey_assignment.htm[9/10/2014 12:12:14 PM]

G キー/ボタン割り当てを削除または再割り当てする
1. Logicool® ゲーム ソフトウェアの [プロファイル表示] で、[プロファイル] エリアで適切なプロファイルを選択し、適切なマ

クロ モードを選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

G キー/ボタンを割り当て解除するには、[画像] エリアでそれを右クリックし、[割り当て解除] を選択します。

そのプロファイル（または関連しているゲーム）で G キー/ボタンをデフォルトの割り当てに戻すには、[画像] エリ
アでそれを右クリックするか、その  矢印をクリックしてから、[デフォルトを使用] を選択します。

デバイス上のその G キー/ボタンについて、G キー/ボタンを一般的なコマンドに戻すには、[画像] エリアでそれ
を右クリックするか、その  矢印をクリックしてから、[一般を使用] を選択します。これにより、キーがデフォル
トのファンクション キー（F キー）動作に戻ります。例えば、G1 は F1 として動作し、G2 は F2 として動作するよ
うになります。

G キー/ボタンに違うコマンドを割り当てるには、[コマンド] エリアから [画像] エリアの G キー/ボタンにコマンドを
ドラッグします。

コマンドを別の G キー/ボタンに再割り当てするには、[画像] エリアで、割り当てを 1 つの G キー/ボタンから別の
キーにドラッグします。

ミニ ジョイスティック コントロールのあるデバイスでは、[画像] エリアでそのボタンのいずれか 1 つ
を右クリックするか、その  矢印をクリックし、[ジョイスティックを割り当てる] または [マウスを割り当てる]（マ
ウス ボタンは、LUA スクリプトでサポートされます）を選択します。すでに割り当て済みの場合は、[割り当て解除]
 を選択することもできます。

メモ：
デバイスに保存されているプロファイルについて、コマンドおよび割り当てを編集する場合、同期アイコン  をクリックして、
プロファイルとデバイスを同期することができます。
プロファイルにおけるすべての G キー/ボタンの割り当てを、そのプロファイル用のデフォルト コマンドにも、デバイス用の一般
的なコマンドにも戻すことができます。これを行うには、[プロファイル] エリアのプロファイルを右クリックするか、その  矢印
をクリックしてから、[すべての G キー/ボタン] [デフォルトを使用] または [すべての G キー/ボタン]  [一般を使用] を、適宜選択
します。
プロファイルの割り当てすべてを割り当て解除することができます。これを行うには、[プロファイル] エリアのプロファイル
を右クリックするか、その  矢印をクリックしてから、[すべての G キー/ボタン]  [割り当て解除] を選択します。

その場で方法でコマンドの割り当てを解除する：
1. 割り当てを解除したいコマンドを含んでいるプロファイルが現在アクティブになっていることを確認します。

2. デバイスで、マクロの割り当てを解除したい M キー（M1 など）を押します。LED が点灯します。

3. MR を押します。MR LED が点灯します。

4. コマンドの割り当てを解除したい G キーを押します。MR LED が点滅します。
5. MR キーを再度押すと、コマンドの割り当てが解除され、LED が消灯します。

 



スクリプトを編集する

editing_scripts.htm[9/10/2014 12:12:14 PM]

スクリプトを編集する
Logicool® ゲーム ソフトウェアには、上級ユーザーが Lua プログラミング言語を使用してスクリプトを作成するための、スクリプ
ト エディタが用意されています。Lua は、アプリケーションを拡張することに特化して設計されている無償のプログラミング言語
です。Lua の詳細については、www.lua.org をご覧ください。Lua を使って作成したスクリプトはゲーム仲間で共有できるので、
スクリプトを自分のために作成するだけでなく、スクリプトをエクスポートしたりインポートしたりすることもできます。

[ゲーム ソフトウェア] ウィンドウでプロファイルを選択すれば、そのプロファイル用にスクリプトを作成、インポート、編集でき
ます。各プロファイルに添付できるのは 1 つのスクリプトだけです。スクリプト エディタにアクセスして、[ゲーム ソフトウェア]
 メイン ウィンドウからのスクリプトを保守することができます。それには次の操作を実行します。

1. Logicool ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して
該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアにある適切なプロファイルを右クリックするか、その  矢印をクリックして、[スクリプト] を選択し
ます。

[スクリプト] ウィンドウが表示されます。そのメニューと機能を使用して、幅広い作業を実行することができます。これに
は、新しいスクリプトの作成や保存、およびスクリプトのインポートやエクスポートが含まれます。

プロファイルのスクリプトはすべて、そのプロファイルがアクティブになるとアクティブになり、プロファイルが非アクティブに
なるとスクリプトも非アクティブになります。

Lua サポート資料があります。これには、スクリプトの動作の仕組みや、使用できる機能などが説明されています。また、サンプ
ルやその他のドキュメントも入手できます。このドキュメントは、[スクリプト] ウィンドウの [ヘルプ] メニューから表示できま
す。

 

http://www.lua.org/


G シフトの割り当て

making_g_shift_assignments.htm[9/10/2014 12:12:15 PM]

G シフトの割り当て
メモ：
ご使用のデバイスに G シフト機能がない場合は、この項を無視してください。

G シフト機能により、ボタンを押し続けることでユーザーが選択した別の G キー コマンド一式を利用することができます。

G シフト割り当ての設定方法は、標準的な G キーの割り当てと同様ですが、G シフトに実際の割り当てをする前に G シフト スラ
イダーを設定します。

1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して
該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. Logicool ゲーム ソフトウェアの [G シフト] スライダーを [G シフト] に切り替えます。

4. ご使用のデバイスの G キーに、通常通りにコマンドを割り当てます。「コマンドを G キー/ボタンに割り当てる」を参照し
てください。

5. コマンドの割り当てが終了したら、[G シフト] スライダーを [標準] に戻します。これで主な G キー コマンドの割り当てを
続けることができます。

6. ご使用のデバイスの 1 つのキー/ボタンが、マウス機能 G シフトに設定され、使用準備ができていることを確認してくださ
い。詳細については、「マウス機能を割り当てる」を参照してください。

定義ができたら、G シフトに設定したキー/ボタンをゲーム中に押し続けて、別の G キー コマンド割り当て一式にアクセスするこ
とができます。

 



マルチ キー マクロを記録する

recording_macros.htm[9/10/2014 12:12:15 PM]

マルチ キー マクロを記録する
簡単に説明すると、マルチ キー マクロとは G キー/ボタンに割り当てることができる連続したキーストロークを指します。詳細に
は、これは、各キーダウン、各キーアップ、および各遅延（キーダウンとキーアップの間、またはキーアップとキーダウンの間）
に関する一連のダウン/アップ キー イベントであり、マウス イベント（ボタンのクリックおよびホイール スクロール）も含めるこ
とができます。

マルチ キー マクロを記録する理由多くのゲームには動作、つまりいくつかのキーストロークの組み合わせが関係する他のコマン
ドが使用されています。これらの動作を 1 回のキーストロークに割り当てることができれば、ゲーム操作が快適になります。

マルチ キー マクロを設定する際には、キーストローク間に遅延を含めるかどうかを選択することができます。例えば、ゲームに
よっては動作が正確な時間で行われなければならず、その場合には、その動作を正確なペースで記録することが大切です。また、
別のマルチ キー マクロでは、遅延を記録することは重要ではなく、キーを速く押せた方がいい場合もあります。

さらに、各マルチ キー マクロを G キー/ボタンに割り当てるとき、マクロの実行を 1 回にするか繰り返すかを指定することができ
ます。

マクロは、必ずしもマルチ キーの組み合わせにする必要はありません。キーを 1 つ押すだけのマクロ、または 1 つのキーと修飾
キー (たとえば Shift または Cmd) を押すマクロの場合、マクロは模倣対象のキーを押す動作とまったく同じように動作しま
す。G キー/ボタン を押すと、マクロのキーダウン部分が実行され、G キー/ボタンを離すと、キーアップ部分が実行されます。こ
の動作は、複数のキーを押してから離すマルチ キー マクロの場合も同じです。例えば、「A ダウン」、「X ダウン」、「スペース
 ダウン」、「スペース アップ」、「X アップ」、「A アップ」などのマクロを記録して G キー/ボタンに割り当てることができま
す。このようにすることで、G キー/ボタンを押下したときに A、X、スペースの 3 つのキーすべてが押され、G キー/ボタンを離し
たときにこれらのすべてのキーが離される動作が実行されます。

マルチ キー マクロは、次の 2 通りの方法で記録することができます。

Logicool® ゲーム ソフトウェア内の [コマンド] エリアを使用する。この方法では、名前の割り当てのほか、キーの組み合わ
せの表示と編集が行えます。「マルチ キー マクロを記録する」および「マルチ キー マクロを編集する」を参照してくださ
い。

デバイスを使用してクイック マクロをその場で記録します。この方法は、すでにゲームを開始している状態でマクロを作成
したい場合に便利です。「クイック マクロを（その場で）記録する」を参照してください。

プロファイルでマルチ キー マクロを記録すると、それらのマクロをいずれかの G キー/ボタン に割り当てることができます。割り
当てたマクロは、必要に応じていつでも他のキーに再割り当てすることができます。

お分かりのように、マクロには大きな柔軟性があります。ユーザーとユーザーのゲーム要件に適合するような方法でマクロを使用
することができます。

 



マルチ キー マクロを記録する

record_multi_key_macro.htm[9/10/2014 12:12:16 PM]

マルチ キー マクロを記録する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

5. 左側のリストで、[マルチ キー] を選択します。

6. [名前] フィールドで、マルチ キー マクロ コマンドの名前を入力します。

7. キーストローク間の時間をコマンドに含めたい（コマンドの記録時と同じようにリアルタイムでコマンドを実行したい）場
合には、[イベント間の遅延を記録] チェック ボックスをオンにします。コマンドをできるだけ速く実行したい場合は、この
ボックスをオフのままにしておきます。

8. 使用できる場合、[GamePanel ディスプレイにコマンド名を表示する] ボックスにチェックを入れて、コマンドの実行中
に、デバイスのディスプレイ（デバイスが LCD を持っている場合）にマルチ キー マクロ コマンドの名前を表示します。

9. [記録を開始] をクリックして、マクロの記録処理を開始します。このボタンは [記録を停止] に変わります。

10. 記録したいキーを押します。入力されたキーは [キーストローク] ボックスに一覧表示されます。[イベント間の遅延を記録]
 ボックスをオンにしている場合には遅延も表示されます。

11. 終わったら、[記録を停止] をクリックします。

12. [繰り返しオプション] フィールドで、ドロップダウンからキーストロークを繰り返す方法を選択します。

[なし]：繰り返したくない場合。

[押している間]：G キー/ボタンを押している間キーストロークを繰り返す。

[切り替え]：G キー/ボタンを押しているときキーストロークを自動的に繰り返す。G キー/ボタンを再び押すと繰り返
しを中止する。

さらに、[遅延（ミリ秒）] 値が適切であることを確認してください。例えば、0.5 秒ごとにコマンドを繰り返すには、500
 ミリ秒を指定します。

メモ：
新しいキーストロークを追加、遅延を追加、エントリを削除、およびマウス イベントを追加するなどして、キーストローク
を編集して、必要な操作を正確に実行するようにマクロを細かく調整します。これを行うには、「マルチ キー マクロを編
集する」を参照してください。

13. [OK] をクリックします。

マルチ キー マクロを記録したら、マクロを G キー/ボタンに割り当てることができます。詳細については、「マルチ キー マクロ
を割り当てる」を参照してください。

メモ：
マクロを割り当てるには、クイック マクロ方法を使用することもできます。
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クイック マクロを（その場で）記録する
1. マクロを割り当てたいデバイスの M キー（例えば、M1）を押します。

2. マクロの記録を開始するために MR を押します。[MR] LED が点灯し、（デバイスが LCD を持っている場合は）デバイスの
ディスプレイに、マクロの記録手順が表示されます。

3. マクロを割り当てたい G キーを押します。

4. マクロに記録したい各キーを押します。

5. マクロの記録を停止するために MR を押します。選択した G キーにマクロが割り当てられ、MR LED がオフに切り替わり
ます。

クイック マクロは、Logicool® ゲーム ソフトウェアの [プロファイル表示] におけるプロファイルの設定に応じて、適切なプロファ
イルに関連付けられます。

いずれか 1 つのプロファイルで [固定として設定] 右クリック メニュー オプションがチェックされている場合は、クイック
 マクロは固定プロファイルに添付されます。

どのプロファイルでも [固定として設定] 右クリック メニュー オプションがチェックされていない場合は、プロファイルが
いずれかのアプリケーションに関連付けられていれば、クイック マクロは現在のアプリケーションに関連付けられたプロ
ファイルに添付されます。

いずれのプロファイルでも [固定として設定] 右クリック メニュー オプションがチェックされておらず、いずれのプロファ
イルも現在のアプリケーションに関連付けられていない（またはどのアプリケーションも開かれていない）場合は、クイッ
ク マクロに関連付けられているプロファイルは、[デフォルトとして設定] 右クリック メニュー オプションに従います。

いずれか 1 つのプロファイルで [デフォルトとして設定] 右クリック メニュー オプションがチェックされている場
合、クイック マクロはデフォルトのプロファイルに関連付けられます。

または

どのプロファイルでも [デフォルトとして設定] 右クリック メニュー オプションがチェックされていない場合、ク
イック マクロを記録することで、そのクイック マクロを含む新しいプロファイルが作成されます。プロファイル名
はアプリケーションのファイル名やパスによって決まります。この名前は後で変更することができます。

記録したマクロは使用できる状態になっていて、「クイック マクロ n」という名前が付けられています（n はそれまでに作成した
クイック マクロの数を表示する）。必要な場合は、[コマンド] エリアのマクロを表示および編集することができます。詳細につい
ては、「マルチ キー マクロを編集する」を参照してください。

メモ：
新しいクイック マクロの記録にキーストローク遅延を加えるかどうかを変更することができます。そのようにするには、Logicool
 ゲーム ソフトウェアで、[デバイス] バーにある [設定] をクリックし、[Logicool ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ
 ボックスの [クイック マクロ] セクションで、必要に応じて、[クイック マクロ作成中に遅延を記録する] にチェックを入れるか
チェックを外します。これは新しいクイック マクロのみに適用されますが、既存のクイック マクロを編集してキーストローク遅
延のオン/オフを切り替えることができます。
デバイスに内蔵 GamePanel ディスプレイがある場合は、クイック マクロの記録の説明をそのディスプレイに表示するかどうかも
選択できます。そのようにするには、[Logicool ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスで、必要に応じて、[ク
イック マクロの記録の説明を GamePanel ディスプレイで表示する] にチェックを入れるかチェックを外します。このボックスに
チェックを入れると、[MR] を押したときに、操作手順がデバイスのディスプレイに表示されます。
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マルチ キー マクロを編集する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、[プロファイル表示] の [プロファイル] エリアで適切なプロファイルおよび適切なマク

ロ モードを選択してから、以下のいずれかを行います。

[コマンド] エリアのマルチ キー マクロ コマンドをダブルクリックします。

[コマンド] エリアでマルチ キー マクロ コマンドを右クリックするか、その  矢印をクリックして、[編集] を選択し
ます。

[画像] エリアのコマンドを割り当てた G キー/ボタンを右クリックするか、その  矢印をクリックして、[編集] をク
リックします。

[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示され、マルチ キー マクロの詳細が表示されます。

2. 必要な変更を加えます。

目的 操作

マクロの名前を変更する。 新しい [名前] を入力する。

追加のイベントを記録する。 アイテムを右クリックし、[ここより前から記録] または [ここより後から記録]
 を選択します。次に、より多くのマクロ イベントを記録し、終了したら [記録
を停止] をクリックします。

キーストローク間に要した時間を含め
る。

[イベント間の遅延を記録] ボックスにチェックを入れます。マクロをできるだ
け速く実行したい場合は、このボックスをオフのままにしておきます。

マクロの実行中に、マクロ名をデバイス
のディスプレイに表示する

デバイスが LCD を持っている場合は、[マクロ名を GamePanel ディスプレイ
に表示する] ボックスにチェックを入れます。

1 キーだけのイベントを削除する。 [キーストローク] リストを右クリックし、[削除] を選択します。

0.5 秒の遅延を挿入する。 遅延を挿入する直前のイベントを右クリックし、[遅延を挿入] を選択しま
す。0.5 秒の遅延が追加されます。この遅延量は必要に応じて増減するとよい
でしょう。

遅延の時間を変更する。 [キーストローク] リストで右クリックし、[編集] を選択してから遅延量を変更
します。

マウス イベントを挿入する。 [キーストローク] リストで右クリックし、[マウス イベントを挿入] を選択して
から、挿入するイベントを選択します。マウスの左ボタン、右ボタン、中央ボ
タン、追加ボタン、マウス ホイールの前方スクロール、後方スクロール、およ
びクリックなどに対して、ボタン押下、ボタン クリックおよびボタン アップ
を挿入できます。

コマンドの繰り返し設定を変更する。 以下のいずれかを選択します。

[なし]：繰り返したくない場合。
[押している間]：G キー/ボタンを押している間キーストロークを繰り返
す。
[切り替え]：G キー/ボタンを押しているときキーストロークを自動的に
繰り返す。G キー/ボタンを再び押すと繰り返しを中止する。

3. [OK] をクリックして、マルチ キー マクロを保存し、[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスを閉じます。
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プロファイルのチュートリアル
Logicool® ゲーム ソフトウェアの基本的な手順を説明する、次のようなチュートリアルが用意されています。

各チュートリアルは以前のチュートリアルを基に説明されているため、次の順序でチュートリアルをご覧になることをお勧めしま
す。

「チュートリアル 1：新規プロファイルを作成する」では、新規プロファイルの作成、およびコンピュータ上のアプリケー
ションとの関連付けについて説明します。このチュートリアルでは、アプリケーションとして Safari が使用されます。

「チュートリアル 2：マルチキー マクロを記録する」では、マルチキー コマンドの記録方法を説明します。このチュートリ
アルでは、コマンドは Safari アドレス/ロケーション バーを選択してから、特定の Web サイトを表示します。

「チュートリアル 3：コマンドを G キー/ボタンに割り当て、テストする」では、チュートリアル 2 で作成したコマンドを
 G1 に割り当て、そのコマンドが正常に動作することを確認します。

「チュートリアル 4：クイック マクロを記録する」では、ご使用のプログラムのいずれか 1 つからクイック マクロを記録
する方法を説明します。このチュートリアルでは、クイック マクロで Safari 内の新しいタブにブックマーク/履歴を表示し
ます。
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チュートリアル 1：新規プロファイルを作成する
このチュートリアルでは、新規プロファイルを作成し、標準ブラウザ、Safari に関連付けます。

1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して
該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにあるアイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで、[新規プロファイルの作成] アイコンをクリックします。

4. [名前] フィールドで、「Safari」と入力します。

5. [説明] フィールドで、「Safari のテスト プロファイル」と入力します。

6. Safari アプリケーションを見つけて選択します:

i. ドロップダウンメニューから、[アプリケーションを選択] を選びます。[開く] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側で、[アプリケーション] をクリックします。

iii. アプリケーション リストから「Safari」をクリックし、[開く] をクリックします。

7. [OK] をクリックします。

これで、マルチ キー マクロを作成できます。「チュートリアル 2：マルチ キー マクロを記録する」を参照してください。
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チュートリアル 2：マルチ キー マクロを記録する
このチュートリアルでは、Safari アドレス/ロケーションバーを選択してから、特定の Web サイトを表示する新規マクロを記録し
ます。

1. Logicool® ゲーム ソフトウェアに複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して該当
するゲーム デバイスを 1 つ選択し、[プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーで [G キー/ボタンのカスタマイズ]
 アイコンをクリックする）。

2. [プロファイル] エリアで「Safari」プロファイルをクリックし、M1 モードを選択します (デバイスに M キーがある場合)。

3. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

4. 左側のリストで、[マルチ キー] を選択します。

5. [名前] フィールドで、「Logicool サポート」と入力します。

6. [記録を開始] をクリックして、マクロの記録処理を開始します。

7. Cmd (  または ) を押しながら、L を押し、それから Cmd を放します。これによって、アドレス/ロケーションバーのす
べてのテキストが選択されます。

8. Del を押します。 これによって、アドレス/ロケーションバーのテキストが削除されます。

9. www.logicool.co.jp/support と入力してから、Enter を押します。これによって、Logicool サポートサイトの Web アドレ
スが入力されます。 

入力されたキーは [キーストローク] エリアに一覧表示されます。次の多数のキーストロークがエントリされています。
    左 Cmd
    L
    L
    左 Cmd
    Delete
    Delete
    W
    W
   .
   .
   .
    T
    T
    Return
    Return

10. [記録を停止] をクリックします。

11. [OK] をクリックします。

これで G キー/ボタンにマルチ キー マクロを割り当てることができます。「チュートリアル 3：コマンドを G キー/ボタンに割り
当て、テストする」を参照してください。

 



チュートリアル 3：コマンドを G キー/ボタンに割り当て、テストする

t3_assign_a_command_to_a_gkey.htm[9/10/2014 12:12:19 PM]

チュートリアル 3：コマンドを G キー/ボタンに割り当て、テストする
このチュートリアルでは、チュートリアル 2 で作成したマルチ キー マクロをデバイスの G1 キー (またはマウス ボタン) に割り当
てます。

1. Logicool® ゲーム ソフトウェアに複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して該当
するゲーム デバイスを 1 つ選択し、[プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーで [G キー/ボタンのカスタマイズ]
 アイコンをクリックする）。

2. [プロファイル] エリアで「Safari」プロファイルをクリックし、M1 モードを選択します (デバイスに M キーがある場合)。

3. 「Logicool サポート」コマンドを [コマンド] エリアから[画像エリア] の G1 キー (またはマウス ボタン) にドラッグしま
す。「Logicool サポート」という小さなラベルが G キー/ボタンに追加されます。

4. Safari を起動します (ドックまたはアプリケーション リストから)。 すでに開いている場合は、いったん閉じてか
ら再度開きます。チュートリアル 1 で作成したプロファイル（Safari）が自動的に起動されたことがデバイスのディスプレ
イに示されます。

5. M1 キーを押して、M1 モードになっていることを確認します (デバイスに M キー がある場合)。

6. G1 (または適切なマウス ボタン) を押します。

アドレス/ロケーションバー内のものが削除され、www.logicool.co.jp/support が入力され、Logicool サポートサイトが表
示されます。

メモ：
何も起こらない場合、または別のコマンドが起動する場合、別のプロファイル セットを「固定」として設定している可能性
があります。これは削除する必要があります。詳細については、「固定プロファイルを指定する」を参照してください。

次に、クイック マクロの記録方法を学びます。「チュートリアル 4：クイック マクロを記録する」を参照してください。
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チュートリアル 4：クイック マクロを記録する
このチュートリアルでは、Safari の新規タブにブックマーク/履歴を表示するマクロを作成します。

1. Safari を起動します (ドックまたはアプリケーション リストから)。すでに開いている場合は、いったん閉じてか
ら再度開きます。チュートリアル 1 で作成したプロファイル（Safari）が自動的に起動されたことがデバイスのディスプレ
イに示されます。

2. M1 キーを押して、モードが M1 になっていることを確認します。

3. MR キーを押します。MR LED が点灯し、ディスプレイに処理を記録する手順が表示されます。

4. G4 を押します。

5. Cmd を押しながら T を押し、それから Cmd を放します。 これによって、新規タブが表示されます。

6. Alt/Option と Cmd を押しながら B を押し、それから Alt/Option と Cmd を放します。これによって、ブックマーク/履歴
が表示されます。

7. マクロの記録を停止するために MR を押します。マクロは、M1 モードで G4 キーに割り当てられます。

これで、Safari を使用して G4 を押し、クイック マクロが機能するかどうかをテストすることができます。このようにすること
で、新しいタブにブックマークが表示されます。

Logicool® ゲーム ソフトウェアで [プロファイル表示] を起動するか、切り替える場合、「Safari」プロファイルおよび M1 が選択
すると、G4 にクイック マクロ ラベルが付加されます。
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LCD ディスプレイ ヘルプ
ご使用のゲーム デバイスの特徴は、LCD ディスプレイです。

メモ：
ご使用のデバイスに内蔵 LCD ディスプレイが付いていない場合は、この項を無視してください。

LCD ディスプレイは、RSS フィード、メディア詳細、および受信電子メールなどの、便利で興味深い情報を幅広く表示できま
す。このディスプレイは、G シリーズ プロファイル セクターを提供しており、使用している LCD ディスプレイのタイプに応じ
て、ムービーおよび画像のスライドショーを再生できます。ご使用の LCD ディスプレイで表示可能なファイル、および現在の
ディスプレイに関連して使用可能なオプションに関する詳細については、「LCD ディスプレイを使用する」を参照してください。

ディスプレイをカスタマイズして最大限に活用するためのオプションが使用可能です。「LCD ディスプレイをカスタマイズする」
を参照してください。
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LCD ディスプレイのカスタマイズ表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] は、デバイスの LCD ディスプレイに表示される情報お
よび資料をコントロールする機能を提供します。

 

[LCD ディプレイのカスタマイズ表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下部にある、[デバ
イス] バーの [LCD ディスプレイのカスタマイズ] アイコンをクリックします。

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] の使用方法は直観的で直接的です。

[LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] には 4 つのセクションがあります。

左側にある、[アプレット] エリア。 
LCD ディスプレイに情報を表示するのにどのアプレットを使用するかを選択します。

右側にある、[ディスプレイ オプション] エリア。 
ここで、別の情報を表示するためにアプレット間を切り替える方法、およびディスプレイの明るさおよびコントラストを調
整する方法を指定することができます。

[アプレット] および [ディスプレイ オプション] の下にある、[画像] エリア。 
これにより、デバイスの LCD ディスプレイが表示されます。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。
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LCD ディスプレイを使用する
アプレットによって、詳細が LCD ディスプレイに表示されます。デバイスが内蔵する LCD 画面の種類に応じて、次の機能を提供
するアプレットが使用可能です。

RSS フィード。例えば、最新のニュース ストリーム。

メディアの詳細。コンピュータで現在再生されているメディアの詳細を確認できます。

クロックおよびタイマ。アナログ クロックを表示したり、ストップウォッチやカウントダウン タイマを設定したりできま
す。

現在の CPU やメモリの使用状況などのコンピュータのパフォーマンスに影響する要素に関する情報。

別のプロファイルに切り替えるための、G シリーズ プロファイル セクター。

POP3 モニタ。受信したときに、受信メールの詳細を表示します。

ムービー ビューア、ピクチャ ビューアおよび YouTube で選択されたビデオを再生するオプション。

情報を表示するために使用可能なアプレットに関する詳細については、「使用可能なアプレット」を参照してください。

別のアプレットを選択するだけで、LCD 画面に現在表示されている情報や資料を変更することができます。「表示するアプレット
を選択する」を参照してください。

LCD ディスプレイには、アプレットをコントロールするために使用できるボタンが用意されています。例えば、RSS フィードで
関心のあるニュース ヘッドラインが表示されたときに、選択して記事全体を表示できます。POP3 モニタで待機中の受信メールが
表示されたときに、選択して全文を読むことができます。アプレット用に使用可能なコントロールに関する詳細については、「モ
ノクロ ディスプレイ上のアプレットをコントロールする」および「カラー ディスプレイ上のアプレットをコントロールする」を
参照してください。
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使用可能なアプレット
ゲーム デバイスでは、アプレットを使用して異なる種類の情報を LCD ディスプレイに表示します。デバイスに応じて、次の一部
またはすべてのアプレットが使用可能です。

アプレット 説明

  Logicool LCD RSS ビューア
RSS フィードをモニタするために使用できます。例えば、最新のニュース ヘッドライ
ンやゲーム ニュースを表示します。

  Logicool メディア ディスプレ
イ

現在コンピュータ上で再生中のメディア（音楽またはビデオ）についての詳細を表示
します。

  Logicool LCD クロック
現在の日時を表示するクロックを表示します。

  Logicool パフォーマンス モニ
タ

コンピュータで使用可能なリソースに関する、ゲームのパフォーマンスに影響する情
報を提供します。現在の CPU およびメモリ使用状況を表示するメーター。

  Logicool LCD カウントダウン
 タイマ

カウントダウン タイマおよびストップウォッチの 2 種類のタイマが用意されていま
す。カウントダウン タイマは、5 分（この時間は変更可能です）から開始し、カウン
トダウンします。ストップウォッチは、カウントアップします。

  G シリーズのプロファイル セレ
クタ

別に G シリーズ プロファイルを選択できます。例えば、別のゲームをプレーしたい場
合に使用します。

  Logicool LCD POP3 モニタ
受信したときに、受信メールの詳細を表示します。選択して、電子メールのプレ
ビューや、興味がない場合に削除することができます。

  Logicool LCD ムービー ビュー
ア

ムービーを再生します。ムービー フォルダにある任意のビデオ ファイルを選択できま
す。ゲーム デバイスにカラー LCD ディスプレイがある場合のみ使用可能です。

  Logicool LCD ピクチャ ビュー
ア

ピクチャ フォルダにあるピクチャ ファイルのスライドショーを表示します。ゲーム
 デバイスにカラー LCD ディスプレイがある場合のみ使用可能です。

  Logicool LCD ビデオ プレー
ヤー（YouTube™ 用）

YouTube フィードを表示します。例えば、現在の上位ランクのビデオや最も人気のあ
るビデオなどを表示します。選択して、リストからビデオを再生することができま
す。ゲーム デバイスにカラー LCD ディスプレイがある場合のみ使用可能です。

これらのアプレットの使用に関する詳細情報については、「モノクロ ディスプレイ上のアプレットをコントロールする」および
「カラー ディスプレイ上のアプレットをコントロールする」を参照してください。アプレットを設定して、ユーザーに最適な仕方
で動作させることができます。「LCD ディスプレイをカスタマイズする」を参照してください。
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表示するアプレットを選択する
デバイスのアプリケーション ボタンを押します。

設定に応じて、このボタンを押して次のいずれかを行います。

表示を次のアプレットに切り替える

ファインダーを表示する。選択可能なアプレットがリスト表示されます。

カラー ディスプレイを使用している場合、次のボタンを使用して、必要なアプレットを選択できます。

、 ：必要なアプレットを強調表示する。
[OK]：強調表示されたアプレットを選択する。

、アプリケーション ボタン：最後に実行したアプレットに戻る。

モノクロ ディスプレイを使用している場合、次のボタンを使用して、必要なアプレットを選択できます。

、 ：必要なアプレットを強調表示する。

：強調表示されたアプレットを選択する。
アプリケーション ボタン：最後に実行したアプレットに戻る。

メモ：
アプリケーション ボタンの機能を次のアプレットの表示またはファインダーの表示との間で変更することに関する詳細について
は、「ディスプレイ オプションを変更する」を参照してください。
アプリケーション ボタンを押したときの、選択可能なアプレットのリストにフィルタをかけることができます。「使用可能なアプ
レットを選択する」を参照してください。
使用可能な異なるアプレットの機能に関する詳細情報については、「使用可能なアプレットとは」を参照してください。
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カラー ディスプレイ上のアプレットをコントロールする
LCD ディスプレイ ボタンにより、現在選択しているアプレットをコントロールできます。カラー LCD ディスプレイが搭載されて
いる場合、次のボタンが使用可能です。

アプレット ボタン

Logicool LCD
 RSS リーダ

、 ：次または前の RSS フィードに切り替えて、そのフィードの最初の記事を表示します。
、 ：現在のフィードの前または次の記事を表示します。

[OK]：現在の記事を Web ブラウザで表示します。
：現在の記事を既読にし、フィードから削除します。

[メニュー]：RSS リーダを設定します。

Logicool メディア
 ディスプレイ

使用可能なボタンはありません。

Logicool LCD ク
ロック

、 ：使用可能な別のクロック表示スタイルをスクロールします。

Logicool パフォー
マンス モニタ

使用可能なボタンはありません。

Logicool LCD カ
ウントダウン タイ
マ

、 ：左または右のタイマを選択します。
[OK]：選択したタイマを開始または停止します。

：選択したタイマをリセットします。

G シリーズのプロ
ファイル セレクタ

、 ：必要な G シリーズ プロファイルを強調表示します。
[OK]：強調表示された G シリーズ プロファイルを起動します。このプロファイルは、現在プレーしてい
るゲームを閉じるまで、または別のプロファイルを起動するまで、起動されたままになります。

Logicool LCD
 POP3 モニタ

、 ：必要なオプションを強調表示します。
[OK]：強調表示されたオプションを選択します。

初めてアプレットを起動したとき、次のオプションが使用可能です。

：電子メール アプリケーションを起動します。

：最初の電子メールをプレビューします。

：新着電子メールをチェックします。

電子メールをプレビューしているとき、次のオプションが使用可能です。

：デフォルト電子メール クライアントを起動します。

：プレビューしている電子メールを削除します。

：前の電子メールをプレビューします。

：次の電子メールをプレビューします。

ムービー ビュー
ア   

これらのボタンを使用して、ムービー フォルダからムービーを選択して再生します。
、 ：必要なムービーを強調表示します。
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[OK]：強調表示したムービーを再生します。
[メニュー]：ムービー ビューアを設定します。

これらのボタンを使用して、再生中のムービーをコントロールします。
、 ：ムービー音量を調整します。
、 ：ムービーを巻き戻しおよび早送りします。

[OK]：ムービーを一時停止し、再生を再開します。
：ムービー リストに戻ります。

[メニュー]：ムービー音声をミュートにしたり、ミュートを解除します。

ピクチャ ビュー
ア   

これらのボタンを使用して、スライドショーをコントロールします。
、 ：左および右にピクチャを順番に切り替えます。

[OK]：スライドショーを一時停止し、再生を再開します。

YouTube™ 用ビデ
オ プレーヤー   

これらのボタンを使用して、ムービーを選択したいフィードを選択します。例えば、「トップ ランク」や
「人気」などです。

、 ：必要なフィードを強調表示します。
[OK]：強調表示されたフィードを選択します。
[メニュー]：メニューがポップアップし、メニューで、「本日」や「今週」などの、ビデオを表示する期
間を選択できます。

これらのボタンを使用して、選択したフィードからムービーを選択します。
、 ：必要なムービーを強調表示します。

[OK]：強調表示したムービーを再生します。
：フィード リストに戻ります。

これらのボタンを使用して、再生中のムービーをコントロールします。
、 ：ムービー音量を調整します。
、 ：ムービーを巻き戻しおよび早送りします。

[OK]：ムービーを一時停止し、再生を再開します。
：このムービーを選択したフィードに戻ります。

[メニュー]：強調表示されたビデオに対する次のような追加オプションを提供するメニューを表示しま
す。

同じ作者のビデオ リスト。
関連ビデオ リスト。
ビデオの URL をクリップボードにコピー。
ビデオを Web ブラウザで開く。
リストのすべてのビデオを、最初から最後まで再生する。
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モノクロ ディスプレイ上のアプレットをコントロールする
LCD ディスプレイ ボタンにより、現在選択しているアプレットをコントロールできます。モノクロ LCD ディスプレイが搭載され
ている場合、次のボタンが使用可能です。

アプレット ボタン

Logicool LCD RSS
 リーダ

：現在のフィードに次の記事が表示されます。1 秒以上押し続けると、次のフィードに切り替わ
り、そのフィードに最初の記事が表示されます。

：記事中の次のページにスクロールします。

：現在の記事を Web ブラウザで表示します。記事は既読としてマークされ、フィードから削除さ
れます。

：現在の記事を既読にし、フィードから削除します。

Logicool メディア ディ
スプレイ

使用可能なボタンはありません。

Logicool LCD クロッ
ク

使用可能なボタンはありません。

Logicool パフォーマン
ス モニタ

使用可能なボタンはありません。

Logicool LCD カウン
トダウン タイマ

：カウントダウン タイマまたはストップウォッチを開始します。

：カウントダウン タイマまたはストップウォッチを一時停止します。

：カウントダウン タイマまたはストップウォッチをリセットします。

G シリーズのプロファ
イル セレクタ

、 ：必要な G シリーズ プロファイルを強調表示します。

：強調表示された G シリーズ プロファイルを起動します。このプロファイルは、現在プレーして
いるゲームを閉じるまで、選択されたままになります。

：現在起動されている G シリーズ プロファイルを終了します。

Logicool LCD POP3 モ
ニタ

初めてアプレットを起動したとき、次のオプションが使用可能です。

：電子メール アプリケーションを起動します。

：新着電子メールをチェックします。

：最初の電子メールをプレビューします。

電子メールをプレビューしているとき、次のオプションが使用可能です。

：デフォルト電子メール クライアントを起動します。

：プレビューしている電子メールを削除します。

：前の電子メールをプレビューします。

：次の電子メールをプレビューします。
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LCD ディスプレイをカスタマイズする
デバイスに内蔵されている LCD ディスプレイは、多くのユーザーの用途に合うようにあらかじめ設定されています。ただ
し、Logicool® ゲーム ソフトウェアには、ディスプレイを最大限に活用するためのカスタマイズ オプションが用意されています。

次のことが行えます。

ディスプレイの明るさやコントラストなどのディスプレイ オプション、および表示するアプレットの選択方法を調整する。
「ディスプレイ オプションを変更する」を参照してください。

どのアプレットを表示可能にするかを選択し、興味のあるアプレットのみが選択できるようにする。「使用可能なアプレッ
トを選択する」を参照してください。

使用するアプレットを設定して、最適な仕方で動作するようにする。アプレットを設定するために使用可能なオプションの
説明については、「アプレット設定オプション」を参照してください。アプレットの設定の変更に関する詳細については、
「アプレットを設定する」を参照してください。
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ディスプレイ オプションを変更する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーにある [LCD ディスプレイのカスタマイズ] アイコ
ンをクリックする）。

3. [ディスプレイ オプション] エリアで、必要な設定を選択します。

オプショ
ン

説明

アプリ
ケーショ
ン ボタ
ン：

アプリケーション ボタンで次を行うかを選択します。

次のアプレットに切り替える。アプリケーション ボタンを押すと、LCD が切り替わり、即座に次の
アプレットが表示されます。

実行中のアプレットのリスト。アプリケーション ボタンを押すと、ファインダーが表示され、選択可
能なアプレットがリスト表示されます。必要なアプレットを選択できます。詳細については、「表示
するアプレットを選択する」を参照してください。

[明る
さ]、[コ
ントラス
ト]

スライド コントロールを使用して、最適な視認性が達成されるまでこれらの設定を調整します。

これらのコントロールは、ご使用の LCD ディスプレイで明るさとコントラストを調整可能な場合のみ使用
可能になります。
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使用可能なアプレットを選択する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーにある [LCD ディスプレイのカスタマイズ] アイコ
ンをクリックする）。

3. [アプレット] エリアで、ディスプレイで使用可能にしたいアプレットにチェックを入れます。

チェックされたアプレットのみが、アプリケーション ボタンを押したときに選択可能になります。アプレットの選択に関する詳細
については、「表示するアプレットを選択する」を参照してください。

使用可能なアプレットに関する詳細情報については、「使用可能なアプレットとは」を参照してください。
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アプレットを設定する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [LCD ディスプレイのカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーにある [LCD ディスプレイのカスタマイズ] アイコ
ンをクリックする）。

3. [アプレット] エリアで矢印をクリックするか、 、またはカスタマイズしたいアプレットを右クリックしてから、[設定] を
選択します。

アプレットを設定するためのアイアログ ボックスが表示されます。

使用可能な設定オプションは、アプレットによって異なります。詳細については、「アプレット設定オプション」を参照し
てください。
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アプレット設定オプション
ご使用の LCD ディスプレイに情報を表示するアプレットは、ユーザーに最適な仕方で動作するように設定することができます。
アプレットを設定するために、次のようなオプションが使用可能です。

アプレット 設定オプション

Logicool LCD
 RSS リーダ

記事を表示したい RSS フィードを選択します。

Logicool LCD
 クロック

次のいずれかが選択できます。

クロックの表示スタイル。ヒント：モノクロの LCD ディスプレイを使用している場合は、Shift キー
を押し続けることで、さらに「イースター エッグ」クロックの表示などが表示され、その中から選ぶ
こともできます。

クロックで秒針を表示するかどうか。

秒針はスイープ運針（秒針がなめらかに動く）かステップ運針か。（カラー LCD ディスプレイでの
み使用可能）

クロックの表示に未読電子メール数を表示するかどうか。

Logicool パ
フォーマンス モ
ニタ

使用可能な設定オプションはありません。

Logicool LCD
 カウントダウン
 タイマ

次のいずれかが選択できます。

必要なタイマ数（0、1、または 2）。

各タイマをストップウォッチ（カウントアップ）またはカウントダウン タイマ（カウントダウン）の
いずれにするか。

各タイマに割り当てるラベル/名前。

カウントダウン タイマの場合：
 - カウントダウンを開始する時間。
 - カウントダウンがゼロに達したときに、ループするか（再度元の時間からカウントダウンを開
始）、終了するか。
 - カウントダウンがゼロに達したときにそれを知らせる音を鳴らすかどうか。音を鳴らすことを選択
する場合、再生するサウンド ファイル（.WAV 形式）を選択するよう要求されます。

G シリーズのプ
ロファイル セレ
クタ

使用可能な設定オプションはありません。

Logicool LCD
 POP3 モニタ

次を指定できます。

POP3 設定：POP3 メール サーバー、メール サーバーへの接続に使用するポート番号、およびユー
ザー名とパスワード。ボタンを使用して、入力した設定をテストすることができます。

次を個人設定できます。
 - 新着電子メールを確認する頻度。
 -  を押したときに起動する電子メール アプリケーション。デフォルトの電子メール クライアン
トを選択したり、別の電子メール アプリケーションを選択したりすることができます。

ムービー ビュー
ア   

次を指定できます。



アプレット設定オプション

applet_configuration_options.htm[9/10/2014 12:12:27 PM]

ビデオ ファイルを再生可能にするムービー フォルダ。

選択した一番上のレベルのフォルダのみからのビデオ ファイルを再生するか、そのフォルダとサブ
フォルダからのファイルも再生するか。

ピクチャ ビュー
ア   

次を指定できます。

スライドショーを表示するときに表示するピクチャが格納されているフォルダ。

選択した一番上のレベルのフォルダのみからのピクチャを含めるか、そのフォルダとサブフォルダか
らのピクチャも含めるか。

順番にピクチャを表示するか、ランダムにピクチャを表示するか。

表示間隔（つまり、各ピクチャが表示される時間）。

ピクチャの切り替え方法（例えば、フェードまたはワイプ）。

YouTube™ 用ビ
デオ プレー
ヤー   

次を指定できます。

フィード ブラウザがビデオごとに複数のサムネイルを読み込むか、1 つのサムネイルを読み込むか。
複数のサムネイルを読み込むことを選択した場合、スムーズに調和させるかどうかも選択できます。

サムネイル画像をキャッシュするために使用するシステム メモリ量。

ビデオを表示する標準フィード（例えば、「本日」）。

クリップボードに張り付けられた特殊コメントにアプレットが反応するかどうか、およびクリップ
ボードにコピーされた YouTube ビデオの URL を再生するかどうか。

 



ポインタの設定のヘルプ

pointer_settings_help.htm[9/10/2014 12:12:27 PM]

ポインタの設定のヘルプ
ゲーム デバイスには、ユーザーやゲームに合わせて調整可能な設定があります。

メモ：
ご使用のデバイスでポインタの設定がサポートされていない場合は、この項を無視してください。

使用しているゲーム デバイスの種類に応じて、変更可能なポインタの設定には以下が含まれます。

DPI 感度レベル：

ゲームに合わせて、最大 5 種類の感度（DPI 解像度）設定を行うことができます。例えば、ゲームを柔軟に楽しめるように
 400、800、1600、2400、3600 DPI（マウスのモデルにより）を選択できます。お好みに合わせて使い分けてください。

ボタンを 1 回押すだけで、ゲーム中にマウスの感度設定を簡単に切り替えることができます。操作を停止、あるいは一時停
止する必要はありません。例えば、より高い感度設定の方がゲームが楽しめると感じた場合、その場でより高い感度設定に
一時的に切り替えることができます。

[DPI アップ/ダウン] ボタンを押すだけで、マウスの感度をその場で変更することができます。

「デフォルト」および「シフト」DPI 値：

デフォルト：他の値への切り替えを選択するまで使用される値。お望みであれば、各ゲームに異なるデフォルト DPI
 設定を定義することが可能です。

シフト：ゲーム中に [DPI シフト] マウス ボタンを押し続けた場合に使用される値。一般的には、低い DPI 設定にし
ておき、一時的に低い DPI 値に切り替えて精度を増すことができます。マウス ボタンを離すと、前の DPI 値に戻り
ます。

ポインタの加速：

ポインタの加速がオンになっていると、マウス ポインタの速度が移動中に加速します。ご使用のコンピュータに搭載されて
いるアプリケーションを使用する場合に、インターネットの使用時やワープロ作業時に画面内をすばやく移動できるように
加速をオンにし、ゲームをする場合には精度を上げて効果的にプレイできるように加速をオフにすることができます。

レポート頻度：

マウスの位置情報をコンピュータのオペレーティング システムにレポートする頻度（回数/秒）を指定することができま
す。より高い設定値を選択すると、ポインタはスムーズでレスポンスの良い動きができますが、CPU の帯域幅をその分だけ
多く消費します。

詳細については、「ポインタの設定のカスタマイズ表示を使用する」を参照してください。

メモ：
G300、G600、およびパソコンに保存されたポインタ設定の変更では、オンボード プロファイル設定も定義することができます。
「オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示を使用する」を参照してください。

 



ポインタの設定のカスタマイズ表示を使用する

using_customize_pointer_settings_view.htm[9/10/2014 12:12:28 PM]

ポインタの設定のカスタマイズ表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [ポインタの設定のカスタマイズ表示] は、必要に応じてマウスの上のボタンをカスタマイズする
機能を提供します。

メモ：
G300 および G600 でポインタ設定をパソコンに保存するには、ホームページで [自動ゲーム検出]（[オンボード メモリ]ではない）
が選択されていることを確認してください。（あるいは、[オンボード メモリ] に設定して、オンボード ポインタ設定を定義しま
す。「オンボード ポインタ設定のカスタマイズ表示を使用する」を参照してください）。

  

[ポインタの設定のカスタマイズ表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下部にある、[デバ
イス] バーの [ポインタの設定のカスタマイズ] アイコンをクリックします。

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [ポインタの設定のカスタマイズ表示] の使用方法は直観的で直接的です。

[ポインタの設定のカスタマイズ表示] には以下のセクションがあります。

[画像] エリア。 
デバイスの表示設定を提供します。

[プロファイル] エリア。[プロファイルごとのポインタの設定を有効にする] にチェックを入れた場合に表示されます。
お使いのコンピュータおよびそのコンピュータに接続した他のデバイスに保存されたすべてのプロファイルを閲覧すること
ができます。

[ポインタの設定] エリア。画面の主要部分にあります。 
 DPI 感度および加速など、マウス ポインタの動きをご希望通りに制御します。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

カスタマイズのオプションについては、「ポインタの設定を変更する」を参照してください。

 



オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示を使用する

using_customize_onboard_profile_view.htm[9/10/2014 12:12:28 PM]

オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] には、デバイスに保存されるプロファイル設
定およびマウス ボタン設定の両方をカスタマイズする機能があります。

メモ：
この機能は G300 および G600 専用です。[オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] にアクセスするには、ホームページ
で必ず [ オンボード メモリ]（[自動ゲーム検出] ではない）を選択している必要があります。

 

[オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画
面の下部にある、[デバイス] バーの [オンボード プロファイル設定のカスタマイズ] アイコンをクリックしま
す。

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] の使用方法は直観的で簡単です。

[オンボード プロファイル設定のカスタマイズ表示] には以下のセクションがあります。

[画像] エリア。 
デバイスが表示され、プロファイル コマンドが表示され変更できます。

左側にある [G シフト セレクタ] - G600 のみ。 
機能割り当て（標準モードまたは G シフト モード）を選択します。

左側にある、[モードの選択] エリア。
 3 つのモードの中で変更するモード、およびモードの色を指定します。

右側にある [ポインタの設定] エリア - G300 と G600 のみ。 
 DPI 感度など、マウス ポインタの動きをご希望通りに制御します（「オンボード ポインタを設定する」を参照してくださ
い）。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

カスタマイズ オプションについては、「オンボード プロファイル（機能割り当て）を設定する」を参照してください。

 



ポインタの設定を変更する
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ポインタの設定を変更する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. ご使用のデバイスで利用できる場合、ホームページでパソコンに保存された設定を変更することを確認してください（[自動
ゲーム検出]）。これは、マウスに保存されたものではありません （[オンボード メモリ])。

3. [ポインタの設定のカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーにある [ポインタの設定をカスタマイズする] アイコン
をクリックする）。

4. お使いのデバイスに複数のプロファイルを設定できる場合、カスタマイズしているポインタ設定を、すべてのプロファイル
または特定のプロファイル用にするかを決めます。

ポインタの設定をすべてのプロファイルに適用したい場合は、[プロファイルごとのポインタの設定を有効にする]
 ボックスをオフのままにしておきます。

または、ポインタの設定を １ つまたは複数のプロファイルに適用したい場合は、[プロファイルごとのポインタの設
定を有効にする] ボックスをチェックします。

次に、一部のデバイスでは、[モードの選択] エリアでモード カラーを選択します。

そして、[プロファイル] エリアで、設定を適用したいプロファイルをクリックします。複数のプロファイルに適用し
たい場合は、Cmd キー (  または ) を押しながら、各プロファイルをクリックして選択します。

これ以降に指定する設定は、選択したプロファイルに適用されます。

5. お使いのデバイスに、パフォーマンスモードと持続モードを切り替えるための [モード] ボタンがある場合、正しいモードに
いることを確認します - 電池シンボルの隣の LED 記号がモードを示します (パフォーマンスモードは青、持続モードは緑)。
 [モード] ボタンを押すと、2 つのモードが切り替わります。

6. 異なる X および Y DPI 値を設定したい場合は、[DPI の X 軸と Y 軸を分ける] ボックスをチェックします。または、ボック
スをオフのままにして、X 軸および Y 軸の DPI 値が常にお互いに一致するようにします。

7. [DPI 感度レベル] フィールドで、以下を設定します。

i. 定義したい DPI 感度のレベルの数を選択します（5 つまで）。

ii. 各レベルに、DPI 値を指定します。[DPI の X 軸と Y 軸を分ける] ボックスをチェックした場合は、X 軸と Y 軸両方の
設定を指定する必要があります。フィールドへの入力、上下矢印の使用、またはスライダの左右へのドラッグにより
数値を入力します。

例えば、400 DPI から 3600 DPI の範囲を選択したい場合は、お使いのアプリケーションまたはお楽しみ中のゲーム
に合わせて、その場で [DPI アップ/DPI ダウン] ボタンを押して切り替えることができます。

iii. 複数の DPI を設定する場合は、デフォルト値にしたい値をクリックしてから、[デフォルトを割り当てる] をクリック
します。デフォルト値は青いひし形で示されます。

iv. 複数の DPI を設定する場合は、シフト（トグル）値となる値をクリックしてから、[シフトを割り当てる]（デフォル
ト値と同じでも可）をクリックします。シフト値はオレンジ色です。

8. [レポートレート] フィールドでは、マウスがその位置情報をパソコンのオペレーティング システムにレポートする 1 秒当た
りの回数を選択できます。設定値が高いほどポインタはスムーズでレスポンスの良い動きができますが、CPU の帯域幅をそ
の分だけ多く消費します。

9. 移動中にマウス ポインタの速度を上げたい場合は、[アクセラレーション] ボックスをチェックします。

10. 複数のプロファイルの設定を変更する場合は、変更した設定が選択したすべてのプロファイルに適用されるかどうかを選択
するように要求されます。例えば、DPI 感度レベルおよびレポート頻度を変更した場合は、すべての選択したプロファイル
の設定を変更したいかどうかの確認メッセージが表示されます。

メモ：
変更した設定が特定のプロファイルに適用される場合、有効なプロファイルがその特定のプロファイルでなければ、定義した変更
は使用されません。

これらの機能の詳細については、「ポインタの設定のヘルプ」を参照してください。



ポインタの設定を変更する
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オンボード ポインタを設定する
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オンボード ポインタを設定する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [オンボード プロファイル/ポインタ設定のカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーで G300 の [オンボード プロ
ファイル設定のカスタマイズ] アイコンをクリックするか、G600 の [オンボード プロファイル設定のカスタマイズ] アイコ
ンをクリックする)。アイコンを使用できない場合は、ホームページを表示し、[ オンボード メモリ] オプションを選択しま
す。

3. [モードの選択] エリアを使用して、適切な色つきゾーンをクリックすることで、3 つのモードのうちのいずれかを選択しま
す。（G300 では任意で、モード ゾーンの下にある 8 色のパネルから色を選択することで、そのモードのときにデバイスで
照明色を変更できます。)

4. [DPI 感度レベル] フィールドで、以下を設定します。

i. 各レベルに、DPI 値を指定します。フィールドへの入力、上下矢印の使用、またはスライダの左右へのドラッグによ
り数値を入力します。

例えば、300 DPI から 2500 DPI の範囲を選択したい場合は、お使いのアプリケーションまたはお楽しみ中のゲーム
に合わせて、その場で [DPI アップ/DPI ダウン] ボタンを押して切り替えることができます。

ii. 複数の DPI を設定する場合は、デフォルト値にしたい値をクリックしてから、[デフォルトに割り当てる] をクリック
します。デフォルト値は青いひし形で示されます。

iii. 複数の DPI を設定する場合は、シフト（トグル）値となる値をクリックしてから、[シフトに割り当てる]（デフォル
ト値と同じでも可）をクリックします。シフト値はオレンジ色です。

5. [レポート頻度] フィールドでは、マウスがその位置情報をパソコンのオペレーティング システムにレポートする 1 秒当たり
の回数を選択できます。設定値が高いほどポインタはスムーズでレスポンスの良い動きができますが、CPU の帯域幅をその
分だけ多く消費します。

これらの機能の詳細については、「ポインタの設定のヘルプ」を参照してください。

 



転送するプロファイルのヘルプ
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転送するプロファイルのヘルプ
ゲーム デバイスには、プロファイルを保存できる搭載済みのメモリが備わっています。

メモ：
お使いのデバイスに搭載済みのメモリがない場合は、「転送するプロファイル」機能を使用することができません。

デバイスにプロファイルを保存することで、ユーザーはデバイス内のプロファイルとコマンドを他のコンピュータに転送すること
ができます。デバイスを他のコンピュータに接続すると、デバイスとそのコンピュータの間でプロファイルを転送することができ
ます。

転送するプロファイルを管理する際に、次のことができます。

コンピュータからデバイスの搭載済みのメモリに 1 つまたは複数のプロファイルをコピーする。

デバイスからコンピュータに 1 つまたは複数のプロファイルをコピーする。

詳細は、「転送するプロファイルの管理表示を使用する」および「転送するプロファイルを管理する」を参照してください。

 



転送するプロファイルの管理表示を使用する
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転送するプロファイルの管理表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [転送するプロファイルのの管理表示] は、デバイスに搭載済みのメモリに保存されたプロファイ
ル、コンピュータとデバイスの間で転送するプロファイルなど、を維持する機能を提供します。

 

[転送するプロファイルの管理表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下部にある、[デバイ
ス] バーの [転送するプロファイルの管理] アイコンをクリックします。

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [転送するプロファイルの管理表示] の使用方法は直観的で直接的です。

[転送するプロファイルの管理表示] には以下のセクションがあります。

画面の主要部分にある [画像] エリア。 
デバイスの表示設定を提供します。

画像の上にある [プロファイル] エリア。
お使いのコンピュータおよびそのコンピュータに接続した他のデバイスに保存されたすべてのプロファイルを閲覧すること
ができます。

画像の下にある [転送するプロファイル] エリア。 
ここで、デバイス上に保存されたすべてのプロファイルが閲覧できます。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

 



転送するプロファイルを管理する
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転送するプロファイルを管理する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [転送するプロファイルの管理表示] を表示します（[デバイス] バーの [転送するプロファイルの管理] アイコンをクリックす
る）。[プロファイル] エリアと [転送するプロファイル] エリアが表示されます。

[プロファイル] エリアには、お使いのコンピュータ上にあるプロファイルおよび接続したデバイス上にあるプロファ
イルを表示します。[デバイス] バーで選択したものは表示されません。

[転送するプロファイル] エリアには、[デバイス] バーで選択したデバイス上にあるプロファイルを表示します。

3. 選択したタスクを実行します。

目的 操作

プロファイルをデバイスにコピー
する...

[プロファイル] エリアから [転送するプロファイル] エリアにプロファイルをドラッグ
する。デバイス上で使用されているメモリの量が増加する。

メモ：
コピーするプロファイルにリンクしているプロファイルがすでにゲーム用のデバイス
上にある場合、コピーするプロファイルと既存のプロファイルを置換するか、プロ
ファイルをコピーしないか、あるいはデバイス上に追加のプロファイルを作成するか
を選択するよう促されます。

プロファイルをデバイスからコン
ピュータにコピーする...

[転送するプロファイル] エリアから [プロファイル] エリアにプロファイルをドラッグ
する。

メモ：
コピーするプロファイルにリンクしているプロファイルがすでにゲーム用のコン
ピュータ上にある場合、コピーするプロファイルと既存のプロファイルを置換する
か、プロファイルをコピーしないか、あるいはコンピュータ上に追加のプロファイル
を作成するかを選択するよう促されます。

複数のプロファイルをコピーす
る...

Cmd キーを押しながら、各プロファイルをクリックして、1 つのエリアから他のエ
リアにプロファイルをドラッグする。

プロファイルを削除する... プロファイル（[プロファイル] エリアまたは [転送するプロファイル] エリアのいずれ
かから）を [転送するプロファイル] エリアにあるゴミ箱にドラッグする。または、
プロファイルを右クリックするか  矢印をクリックしてから、[削除] を選択しま
す。プロファイルを削除するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[はい] をク
リックします。

上記以外にも、[プロファイル] エリアで使用可能な機能を使って、コンピュータに保存されているプロファイルで他のタス
クを実行することができます。詳細については、「プロファイルを使用する」を参照してください。

 



バックライト カラーのヘルプ

backlight_color_help.htm[9/10/2014 12:12:32 PM]

バックライト カラーのヘルプ
ご使用のゲーム デバイスには、バックライト カラー機能があり、デバイスの一部ではライト効果があります。

メモ：
ご使用のデバイスでバックライト カラーがサポートされていない場合は、この項を無視してください。

ご使用のゲーム デバイスのタイプに応じて、以下のバックライトまたはライト効果を決定するカラー スキームを選択することが
できます。

G キー。

LCD ディスプレイ。

他のキーおよびボタン。

カラー サイクルまたはパルス。

カラー スキームは、各 M キーまたはモードに個別に割り当てられ、ゲーム デバイスが動作しているモードを反映します。M キー
を押してモードを変更すると、カラー スキームが変更されて新しいモードが反映されます。これにより、どのモードになっている
かを直観的に確認することができます。

詳細については、「バックライト カラーのカスタマイズ表示を使用する」および「バックライト カラーを変更する」を参照して
ください。

 



バックライト カラーとライト効果を変更する

change_backlight_colors.htm[9/10/2014 12:12:33 PM]

バックライト カラーとライト効果を変更する
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [バックライト カラーのカスタマイズ表示] を表示します（[デバイス] バーにある [バックライト カラーのカスタマイズ] アイ
コンをクリックする）。これは、デバイスの一部ではライト ビューと呼ばれます。

3. すべてのプロファイルに同じライト カラー/効果を使用、またはプロファイルごとに異なるライト/効果を使用するかを選択
してください。

バックライトの設定およびライト効果をすべてのプロファイルに適用したい場合は、[プロファイルごとのバックライ
トの設定を有効にする] ボックスをオフのままにしておきます。一部のデバイスでは、[オンボード メモリ] モード
で、このチェックボックスは利用できません。

または、バックライトの設定およびライト効果を、1 つまたは複数のプロファイルに適用したい場合は、[プロファイ
ルごとのバックライトの設定を有効にする] ボックスをチェックします。

次に、[プロファイル] エリアで、設定を適用したいプロファイルをクリックします。同じ色設定を複数のプロファイ
ルに適用したい場合は、Cmd キー (  または ) を押しながら、カスタマイズしたい他のゲーム プロファイルのプ
ロファイル アイコンをクリックします。

これ以降に指定する設定は、選択したプロファイルに適用されます。

4. ゲーム デバイス上で、M キーを押すか、カラー スキームを変更したいモードを選択します。

5. 画面の左側にあるカラー選択エリアで、割り当てるバックライト カラーを選択します。次の方法を使用して、カラーを選択
することができます。

カラー ホイール。一部のゲーム デバイスでは、これを使用すると、特にカラーにこだわりがない場合に、すばやく
カラーを選択できます。

カラー ホイール下のスライダー。これを使用して、赤、緑、青 (RGB) の構成要素を指定することで、カラーを正確
に選択できます。一部のゲーム デバイスでは、赤と青のスライダーしかない場合があります。

事前設定のカラー オプション。一部のゲーム デバイスでは、事前設定のカラーから選択して利用することができま
す。

カラーを変更すると、デバイスのバックライトが変更され、カラー スキームがデバイス上でどのように表示されるかを確認
できます。

6. 一部のデバイスでは、右側のライト設定エリアを使用することで、ゲーム デバイスにダイナミックなライト効果を適用する
よう選択できます。

カラー パルスまたはカラー サイクルを使用するには、[ライト効果] ボックスをチェックします。

次に、[サイクル ライト] を選択してカラー オプション間でライトを切り替えるか、あるいは [パルス ライト] で強度
なパルス ライトを使用します。

それから、[オンボード メモリ] モードでない限り、デバイスをご使用にならない時にライトをオフにするには、[ラ
イトのスリープ タイマー] ボックスをチェックし、デバイスを一定期間使用しなかった場合にライトがオフになるま
での [分] 数を指定します。

ダイナミックな効果なしで、デバイスのライトが一定のカラーになるようにするには、[ライト効果] ボックスの
チェックを外します。

設定を変更すると、ご使用のデバイスのライト効果が変更されるため、デバイス上での表示を確認することができます。

メモ：
ご使用のデバイスの種類により、ライト効果および上記のカラー選択方法の一部は利用できない場合があります。



バックライト カラーのカスタマイズ表示を使用する

using_customize_backlight_color_view.htm[9/10/2014 12:12:33 PM]

バックライト カラーのカスタマイズ表示を使用する
Logicool® ゲーム ソフトウェアの [バックライト カラー表示のカスタマイズ] （一部のデバイスでは [ライト ビュー]）は、ゲーム
 デバイスのカラー スキームを設定する機能を提供します。

 

[バックライト カラーのカスタマイズ表示] にアクセスするには、Logicool ゲーム ソフトウェア画面の下部
にある、[デバイス] バーの [バックライト カラーのカスタマイズ] アイコンをクリックします。(デバイスに
よっては、このアイコンをクリックすると、プロファイルとともに照明色を設定できる [プロファイル表示]
 も実際に表示されます。「プロファイル表示を使用する」を参照してください。)

Logicool ゲーム ソフトウェア画面の [バックライト カラーのカスタマイズ表示] の使用方法は直観的で直接的です。

[バックライト カラーのカスタマイズ表示] には次のセクションがあります。これは、ご使用のデバイスにより異なります。また、
設定をパソコンあるいはデバイスのオンボード メモリに保存しているかどうかにより異なります。

左側にある、[カラー] 選択エリア。 
カラー ホイール、RGB スライダーや事前設定オプション（一部のデバイスの場合）を使用して、バックライト カラーをす
ばやく選択できます。

右側にある、[画像] エリア。 
デバイスの表示設定を提供します。

右側にある、[ライト設定] エリア。 
ご使用のデバイスに適用するダイナミックなライト効果を指定します。

[プロファイル] エリア。[プロファイルごとのバックライトの設定を有効にする] ボックスにチェックを入れた場合に表示さ
れます。
ここで、コンピューターおよび接続された Profiles-To-Go 内蔵メモリ機能を備える G-Series デバイスに保存されたすべて
のプロファイルを見ることができます。

下部にある、[デバイス] バー。 
これを使用してデバイスを変更したり、表示を変更したり、Logicool ゲーム ソフトウェア アプリケーション設定および [ヘ
ルプ] メニューを表示します。

詳細については、「バックライト カラーとライト効果を変更する」を参照してください。



デバイス固有の設定を変更する

to_change_device-specific_settings.htm[9/10/2014 12:12:34 PM]

デバイス固有の設定を変更する
1. [Logicool® ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します（[デバイス] バーの [設定] アイコンをクリッ

クする）。

2. 変更したいデバイスのタブをクリックします。

3. 用途に応じて設定を変更します。

メモ：
一部のデバイスにはデバイス固有のタブしかありません。

次の表を参考にしてください。利用可能な設定は、デバイスの種類によって異なります。

設定 説明

イルミネー
ション - 有効

マウスの色付きライトのスイッチを入れるか、ボックスのチェックを外してスイッチを切ります。

アングル ス
ナップを有効
にする

スイッチを入れるとマウス ポインタを直線に動かすことができ、チェックを外すとゲーム マウスを完
全にコントロールできるようになります。

アップデート
のチェック

ファームウェアの更新が可能なデバイスの場合。このボタンをクリックすると、Logicool ゲーム ソフ
トウェアは、お使いのデバイス用のファームウェア アップデートがあるかどうかをチェックします。

4. [OK] をクリックします。

 



通知設定を変更する

to_change_notifications_settings.htm[9/10/2014 12:12:34 PM]

通知設定を変更する
1. [Logicool® ゲーム ソフトウェア オプション] ダイアログ ボックスを表示します（[デバイス] バーの [設定] アイコンをクリッ

クする）。

2. [通知] タブをクリックします。

3. 次の表を参考にして、必要な通知設定を指定します。

設定 説明

低電池残量の通知を
 GamePanel ディスプレ
イに表示する 

電池と LCD ディスプレイを備えるデバイスでのみ使用できます。デバイスの電池残量が非
常に低くなったときに、デバイスの LCD ディスプレイに警告アイコンを表示させる場合
は、このボックスにチェックを付けます。

低電池残量の通知をタス
クバーまたは画面の右上
隅に表示する

電池を備えるデバイスでのみ使用できます。デバイスの電池残量が非常に低くなったとき
に、コンピュータ画面の隅に警告アイコンを表示させる場合は、このボックスにチェックを
付けます。これをクリックすると、Logicool ゲームソフトウェアが表示されます。

プロファイルのアクティ
ブ化の通知を
 GamePanel ディスプレ
イに表示する 

LCD ディスプレイを備えるデバイスでのみ使用できます。新しいゲームを開始したときにデ
バイスの LCD ディスプレイに通知を表示して、そのゲームに対して有効なプロファイルの
名前を表示する場合は、このボックスにチェックを入れます。

DPI 変更の通知を
 GamePanel ディスプレ
イに表示する 

LCD ディスプレイを備えるデバイスでのみ使用できます。デバイスの DPI を変更したとき
に、デバイスの LCD ディスプレイにメッセージを表示させる場合は、このボックスに
チェックを付けます。

4. [OK] をクリックします。

 



ショートカット コマンドを割り当てる

assign_a_shortcut_command.htm[9/10/2014 12:12:35 PM]

ショートカット コマンドを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたいショートカット コマンドが [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実
行します。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで、[ショートカット] を選択します。

iii. 表示されたオプションから、適切なショートカットコマンドを選択します: 編集コマンド (コピー、切り取り、貼り付
け、元に戻す、やり直し)、画面キャプチャコマンド (画面をファイルにキャプチャ、画面をクリップボードにキャプ
チャ、選択部分をファイルにキャプチャ、選択部分をクリップボードにキャプチャ)、または一般システムコマンド
 (Spotlight、デスクトップの表示、ダッシュボード、ミッションコントロール、アプリケーションウィンドウ、強制
終了)。

iv. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいコマンドをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグします。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。

 



エイリアスを割り当てる

assign_an_alias.htm[9/10/2014 12:12:35 PM]

エイリアスを割り当てる
1. Logicool® ゲーム ソフトウェア内で、複数のゲーム デバイスがある場合、[デバイス] バーの [デバイス セレクタ] を使用して

該当するゲーム デバイスを 1 つ選択します。

2. [プロファイル表示] を表示します（[デバイス] バーにある [G キー/ボタンのカスタマイズ] アイコンをクリックする）。

3. [プロファイル] エリアで適切なプロファイルをクリックし、適切なマクロ モード（例えば、M1（または G300 の場合は色
つきのゾーン））が選択されていることを確認します。

4. 割り当てたい機能が [コマンド] エリアにない場合、作成する必要があります。それには次の操作を実行します。

i. [新規コマンドの作成] ボタンをクリックします。[コマンド エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。

ii. 左側のリストで [エイリアス] を選択します。

iii. [名前] フィールドで、エイリアスの名前を入力します。

iv. 次のフィールドには、Web サイトの完全なアドレス（http://www.logicool.co.jp など）を入力するか、[...] をクリッ
クして起動したいアプリケーションを選択します。

v. [OK] をクリックします。

[プロファイル表示] に戻ります。

5. 割り当てたいエイリアスをクリックし、[コマンド] エリアから [画像] エリアで選択した G キー/ボタンにドラッグします。

この G キー/ボタンにコマンドが割り当てられ、画像に小さなラベルが付いてそのことが示されます。
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